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同人会でテーマを話し合ったとき、高校の先生から「生徒たちはまじめではないが、ふまじめでもない」

という声が上がった。「生徒たちは言われればそれなりにやるが、言われないと何もしようとしない」「言

われた通りにするという意味では、まじめなように思える。しかし、形式的なまじめさだけで、心がこもっ

ていないような気持ちがする」と言う。�

そうなると「まじめ」の内容が問題になる。素直に言うことを聞くのを「まじめ」というなら、今の生徒も

まじめなのであろう。しかし、だらんとしているだけで自分からは何かしようとしない、そうした無気力さを

どう評価したらよいのか。表面的なまじめさはともあれ、心の中から何かをしようという気持ちに欠ける

のをどう考えたらよいのか。古めかしい立身を志す必要性はないし、従順でなくともよい。しかし、自分

で設定した目標に向かって、自分なりの努力を重ねてほしい。それが新しい「まじめ」ではないだろうか。�

�

「まじめ」と言われて�

新しい「まじめ」の模索�

「まじめ」と言われることはイヤでもないが、特にうれしいということもない。�

高校生にとって、「まじめ」は魅力に乏しい言葉なのであろうか。�

�

◆調査概要   �
　　　対　　　象 ●青森・秋田・東京の公立・私立高校４校の1～３年生 �
　　　時　　　期 ●2001年10月～11月�
　　　方　　　法 ●学校通しによる質問紙調査�
　　　サンプル数 ●1,355名（男子621名・女子734名、１年675名・２年400名・３年280名）�
�
�

あまり�
うれしくない�

担任の先生から�

親から�

クラスメイトから�

とても�
うれしい�

わりと�
うれしい�

どちらとも�
いえない� まったく�

うれしくない�

　11.1　 　 　　28.8   　　36.0   　13.7 　　10.4�

　6.8  　23.2  　　　　　　　　40.0  　　　　16.6 　　　13.4�

6.1 　　16.8 　　　　　　　　35.1   　24.3  　　　　17.7

■「まじめだね」と言われたら�

（％）�

1
（　 p.18）�
�
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2 「まじめ」と外見�

�

図が示すように、目立つ格好をしている生徒がふまじめとは言えないし、まじめだからと

いって、人がいいということもない。それに学校ではまじめでも、他の生活ではまじめ人

間ではない場合も多い。外見に惑わされないでほしいと高校生は考えている。�

（％）�
�

そう思う� そう思わない�

無回答�

        93.4    　　     6.1　 0.4�

　  　　92.9    　　　 6.6 0.4�

 　　　74.7    　24.4 　　　　1.0�

 　57.3 　   　　　42.0 　　　　 　　0.7�

　　　　52.8    　　46.6  　　　　　　 0.7�

　　　47.9    　51.4  　　　　　　　0.7�

32.8   　　　66.8 　　　　 　　　　　　 0.4

■まじめと外見�

目立つ格好をしていても、�
まじめに生き方を考えている人�
は結構いる�

まじめだからといって、�
人がいいとは限らない�

学校でまじめそうな人でも、�
学校外では結構遊んでいる人が�
いる�

先生からまじめと思われている�
生徒の中には、まじめぶってい�
る人が多い�

一見まじめそうに見せて、�
おとなをだますのは簡単だ�

まじめにしたくても、友だちの�
目を気にして、ふまじめに�
振る舞うことがある�

高校生のまじめさは学校での�
外見や行動でわかる�
�

（　 p.38）�
�
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学校での「まじめさ」の背景�
�

「今、学校で勉強していることは将来役に立つこと」と信じている生徒は、「毎日学校へ
行くこと」「学校に遅刻しないこと」「まじめに授業を聞くこと」「勉強をすること」な
どを大切にし、学校でまじめな行動を取る。�

「とても大事」の割合�

�

 大いに役に かなり役に あまり役に ぜんぜん役に�
 立つと思う 立つと思う 立たないと思う 立たないと思う�

学校に毎日行くこと 71.3 ＞ 55.6 ＞ 36.7 ＞ 24.4�

学校に遅刻しないこと 55.6 ＞ 39.0 ＞ 27.0 ＞ 21.8�

まじめに授業を聞くこと 65.7 ＞ 39.4 ＞ 25.4 ＞ 16.7�

勉強をすること 66.7 ＞ 35.2 ＞ 23.8 ＞ 23.1�

�

大事に思う対象�

（％）�

（％）�

■今の勉強が将来役に立つか×自分が大事に思うもの�

これまでの「まじめさ」�

社会的評価の高い職業につきたいから、難関大学への進学を目指して勉強に励む。これ
までの高校生の「まじめさ」には、少なからずそうした背景があった。しかし、現在、
そうした思いを抱く生徒は少数派になり始めている。�

■将来的に重要なこと�

今、学校で勉強していることは、あなたにとって将来役に立つか�

3

4

重要� やや重要�

あまり重要でない�

重要でない�

　　　　　　　　　　　　　　　82.2   　　　　　　　 14.8 �

　　　　  　　　　73.1 　  　　　　　 18.9  　4.6 　 2.6�

　　　　31.9   　　　　　47.0   　　15.8 　　4.5�

10.3  　　　28.6   　　　　　　　42.3   　　　18.1�

　9.8 　　　　　　33.1   　　36.2   　　　20.1

2.0 �
0.2�
�

自分の好きな職業�
につくこと�
�

幸せな家庭を築く�
こと�
�

高い収入を得る�
こと�
�

社会的評価の高い�
職業につくこと�
�

偏差値の高い大学�
に進学すること�

（　 p.24）�
�

（　 p.17）�
�
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5 自分中心に�
まじめな高校生�

（％）�
�

■大事に思うもの�

友だち関係を大事にすること�

他人に迷惑をかけないように�
すること�

部活動を一生懸命すること�

髪型やファッションに気を�
つかうこと�

掃除当番をきちんとすること�

ボランティア活動、奉仕活動�
に参加すること�

親の信頼を裏切らないこと�
（親の言うことをよく聞くこと）�

社会のためにつくすこと�

とても大事�

ぜんぜん大事でない�
それほど大事でない�
どちらともいえない�

まあ大事�

  　　　79.2   　　　 16.5 �

 　　　54.4  　　　 35.2  　 7.8 �

 　　47.1 　  28.9  　　 15.4 　　 4.8�

　　　25.6  　　　　41.1   　 24.6 　　　6.2　　 2.3�

　　19.6 　 　　39.9   　　　 25.3  　11.5 　　 3.7�

　14.8  　　　　35.9   　　34.5  　　　　　9.6 　5.1�

　15.1  　　　 34.0   　　33.9  　　　　11.6 　4.9�

11.4  　　27.9   　　　　41.6  　　 　12.3 　　6.6�

�

3.2 �
0.8 �
0.2

1.5 �
0.3

　3.8 

（95.7）�

（76.0）�

（66.7）�

（59.5）�

（50.7）�

（49.1）�

（39.3）�

（89.6）�

（　）内は「とても」＋「まあ］大事の割合�

生徒たちが最も大事だと思うものは「友だち関係」である。「他人に迷惑をかけないよう

にすること」も大事だと考えているが、この「他人」は自分の周囲の友だちや仲間であり、

一般的な社会ではない。自分中心にまじめな高校生の姿がみられる。�

（　 p.19）�
�
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6

「まじめ」の価値を肯定する生徒は、校則を守り、部活動に取り組み、まじめに授業を

聞いている割合が大きい。換言するなら、授業をさぼり、遅刻する生徒は努力すること

の価値そのものを信じていないように思える。�

「まじめ」を肯定する生徒と�
 否定する生徒との違い�

 肯定的 否定的�
校則を守ること 58.6 39.5�
親の信頼を裏切らないこと（親の言うことをよく聞くこと） 56.4 41.2�
社会のためにつくすこと 46.2 31.6�
勉強をすること 82.3 68.8�
部活動を一生懸命すること 80.6 70.7�
学校に遅刻しないこと 82.3 72.4�
髪型やファッションに気をつかうこと 62.6 71.8�
まじめに授業を聞くこと 84.6 76.1�
ボランティア活動、奉仕活動に参加すること 54.6 46.3�
掃除当番をきちんとすること 63.1 55.1�
学校に毎日行くこと 88.5 80.7�
読書をすること 63.5 56.6�
他人に迷惑をかけないようにすること 92.9 87.3�
アルバイトを一生懸命すること 30.0 35.1�
流行に遅れないようにすること 37.6 40.4�
塾、予備校に通うこと 12.1   9.6�
異性とつきあうこと 61.9 62.9�
友だち関係を大事にすること 96.1 95.4�
�

■まじめさを肯定する生徒と否定する生徒の態度�

■まじめさの数量化Ⅲ類�

　　　　　　質　問　項　目    Ⅰ軸�

 　好きな言葉・はい －2.979�

 　人間にとって大切なことである・はい －1.334�

 　融通がきかなくて、堅苦しい・いいえ －1.175�

 　素朴さ、正直さ、誠実さを感じる・はい －1.033�

 　どこかうそっぽいイメージがある・はい 　1.063�

 　人間にとって大切なことである・いいえ 　1.166�

 　素朴さ、正直さ、誠実さを感じる・いいえ 　2.131�

 　努力、一生懸命にする・いいえ 　2.792

「とても」＋「まあ」大事の割合�

（％）�

肯
定
的
↑
　↓
否
定
的�

（－）�

（＋）�

（　 p.34）�

（　 p.30）�
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7 まじめさの底流�

道徳心を持ち、将来、社会に役立つような人間になることはとても大切だと思っている

生徒は、誠実に生きようとしている。つまり、誠実に生きるためにはそれなりの人生観

を持つことが重要になる。�

■誠実さ × 道徳心�

  　　　　　　　　自分をごまかさない（自分に誠実に生きる）�

    とても大切 やや大切 大切でない�

 とても大切　 51.1 22.1 16.2�

 道徳心を持つ やや大切 38.1 59.1 46.5 �

  大切でない 10.8 18.8 37.4�

将来、社会に役立つ
 とても大切 39.4 18.6 12.1�

ような人間になる
　
 やや大切 36.4 49.8 32.3�

  大切でない 24.2 31.6 55.6�

　　      　　　　 ＜大切でない＞は「あまり大切でない」＋「ぜんぜん大切でない」。無回答を除いた割合�

�

（列％）�

まじめさの再生は可能か�
◆見かけとまじめさを分けてほしい�
生徒たちは「まじめと外見を分けてほしい」、そして「授業中のまじめを過信
しないでほしい」と願っている。奇抜な格好をしていても、本当はまじめな
生徒が少なくないし、それとは逆に授業中は神妙な態度をとっていながら、
先生の知らないところで、結構、悪さをしている生徒もいる。だから、見か
けだけでまじめかどうかを判断しないでほしいという。�
�
◆生き方を育てよう�
高い大きな望みでなくてもよい。自分なりのゴールを設定させる。そして、
ゴールへ到る道筋を考えさせる。そうすれば、自ずと生徒はゴールを目指す
のではないか。生徒たちのまじめさが欠けるように思えるのは、生徒たちが
生きる目標を設定できないでいるからではないか。変動が激しく、未来が不
透明な時代だけに、過去や現在にとらわれることなく、それぞれの生徒が思
い切って自分の人生を設計してほしいと思った。�

（　 p.43）�
�
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●「まじめさ」のモデル

「まじめ」という言葉で誰の生き方を連想する
だろうか。少し前の時代なら、二宮金次郎を思い
起こす人が多かろう。第二次世界大戦まで、小学
校には、背中に薪を背負い、読書をする金次郎の
銅像が校庭に安置されていたし、「手本は二宮金
次郎」という唱歌もあった。戦後に、金次郎は国
家主義の教育のシンボルとみなされ、多くの学校
で金次郎像は撤去された。
金次郎の生涯を洗ってみると、住民の立場から

地域の改善運動を展開した優れた篤志家で、国家
主義とのかかわりは冤罪に近い。そうした史実は
ともあれ、金次郎には金次郎的なイメージが作ら
れ、一種の理想像が形成される。
その他にも、かつての子どもたちが好んだ伝記
には、野口英世やシュバイツァー、キュリー夫人
など、まじめに生きた人たちの人生が描かれてい
た。そうした伝記を読んで、子どもは自分もそう
生きようと思う。伝記は、いわば、子どもが生き
るための導きの星的な役割を果たしていた。
金次郎に象徴される伝記の主人公たちは、「ま

じめな生き方」を具現化しているが、思い起こし
てみると、そうした人物はいくつかの共通な特性
を備えているのに気づく。
①　志を抱いて＝「青雲の志を抱いて」という

言葉があった。将来に夢を賭け、夢に向かってが
んばる。「仰げば尊し」の一節「身をたて、名を
あげ」、つまり、立身出世を望む態度がまじめさ
の基底に横たわっている。
②　禁欲的に＝「蛍の光」の一節、「蛍の光、

窓の雪」は禁欲を象徴している。もちろん、昔で
も蛍の光や窓の雪を頼りに本を読むなどできるは
ずもないが、それでも志を果たすまでがまんをし
て、禁欲的な態度で貫くことが求められた。
③　体制に従順に＝禁欲が示すように、多くの

場合、恵まれた環境ではないが、逆境を恨むこと

なく、反抗せずに、与えられた環境の中で努力す
る態度が大事だった。

●「まじめさ」の土壌が崩れる　

本モノグラフは、高校生の「まじめさ」を考え
ようとしている。もちろん、その前提として、生
徒のまじめさの崩れが念頭にあった。しかし、考
えてみれば、無理もない。まじめさを支えた３つ
の要素がいずれも弱まり、まじめさの土壌が崩れ
た印象を受ける。
①　達成目標の喪失＝政治の世界での腐敗が連

日のように報じられている。その一方で、大手企
業の倒産やリストラに歯止めがかからない。一流
大学を卒業し、まじめに大手企業に勤めていても、
倒産に巻き込まれることもある。そうした状態で
は、どうすれば身を立てることができるか、ゴー
ルを見つけにくいのが実状であろう。
②　豊かな社会の中で＝不況が続いている。と

いっても、今日の食に困ることは少ない。特に現
在の不況は中高年者に厳しく、若者の場合、パー
トに不自由しない。それだけに、高校生は何千円
程度のことをがまんすることは少ない。禁欲的と
は無縁の状況である。
③　体制に無関係で＝情報化社会を迎えると、

変化が激しさを増し、伝統的な価値観が揺らぎ始
める。近隣社会が崩れ、家庭のあり方も変容する。
そうした状態では、体制という絆が緩み、個人と
して自由に生きる幅が広がってくる。
したがって、社会的な達成を目指して禁欲的に

努力するという意味での「まじめさ」が希薄なこ
とは確かであろう。それと同時に、実をいうと、
これまで「まじめさ」の対極に「ふまじめさ」が
あった。「ふまじめさ」とは、「まじめさ」とは逆
に、①目標を立てようともせずに、②気の向くま
まに、がまんすることもなく、③反抗的な態度を
とる逸脱的な行為を意味した。
そして、ここで問題になるのは、「まじめさ」

は　じ　め　に�

「まじめさ」の崩れと模索�
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が減ったといっても、それは「ふまじめさ」へ移
行したわけではないという事実であろう。努力す
る態度は薄れたが、かといって、積極的に怠けた
り反発するわけではない。

●新しい「まじめさ」の模索

そうした意味では、「まじめ－ふまじめ」の軸
が機能しなくなったのであろう。実際に、同人会
でテーマを話し合ったとき、高校の先生から「生
徒たちはまじめではないが、ふまじめでもない」
という声が上がった。生徒たちは「言われればそ
れなりにやるが、言われないと何もしようとしな
い」という。言われた通りにするという意味では、
まじめなように思えるが、でも、形式的なまじめ
さだけで、心がこもっていないような気持ちがす

るともいう。
そうなると、「まじめさ」の内容が問題になる。

素直にいうことを聞くのをまじめというなら、今
の生徒もまじめなのであろう。しかし、だらんと
しているだけで、自分から何かしようとしない。
そうした無気力さをどう評価したらよいのか。表
面的なまじめさはともあれ、心の中から何かをし
ようという気持ちに欠けるのをどう考えたらよい
のか。古めかしい立身を志す必要性はないし、従
順でなくともよい。でも、自分で設定した目標に
向かって、自分なりの努力を重ねてほしい。それ
が、新しいまじめさなのではないだろうか。
本レポートはそうした問題意識から分析を進め

たものだが、このデータをどう考えるか、もう少
しゆっくりと時間をかけて考えてみたいと思っ
た。

●モノグラフ・高校生vol.65



１．調査の意図

若者の特権と言えば、おとなへの反発や反抗で
あろう。若者はおとなからの伝統的規範や世俗的
原理の押しつけに対し反発し、時に傷ついた者同
士で徒党を組みサブカルチャーを作りそれにコミ
ットすることでおとなに対抗してきた。

井上俊は青年期の特徴として離脱文化をあげ、
俗原理から聖の方向への離脱（まじめ）と遊の方
向への離脱（遊戯）があるとした。1960年代半ば
までは青年の離脱は聖（まじめ）の方向が主だっ
たのに対して、1960年代の後半からは遊び（遊戯）
の方向への離脱が主になっていった。若者は遊び
の立場から、聖（まじめ）が俗と結びつき堕落し
ていくのを告発し、聖（まじめ）の価値は下がり、
それ以降「まじめ」の価値は地に落ちた（井上俊
『遊びの社会学』世界思想社 1977年）。
1991年に日本青少年研究所所長千石保は『「ま

じめ」の崩壊』（サイマル出版会）を書き、「＜ま
じめ＞を拒否し、＜ノリ＞に興ずる若者たちは、
日本の明日を担えるのか」と警告した。
バブルが弾け不況期に入り、若者たちは様変わ

りをはじめる。2001年に千石保は、『新エゴイズ
ムの若者たち』（PHP研究所）を書き、若者たち
の間で奇抜な若者文化を残しながらも、そこから
一歩抜け出した新しい自己主張をする「新まじめ」
主義が台頭してきているとした。
教育現場からは、豊かな社会の中で生徒たちの

「消費主義」「わがまま」「無規範性」は止まると
ころを知らないという声もある一方、「近頃の生
徒はまじめになった」「まじめに授業に取り組む
ようになった」「教師の言いつけを素直に聞くよ
うになった」という声も聞こえてくる。それは
「表面的な取り繕いがうまくなった」だけで、不
まじめな生徒の本質は変わらないという見方もあ
る。
このような生徒たちの、消費主義、わがまま、

まじめ主義、規範意識をめぐる状況はどのように
なっているのであろうか。経済不況期の現在、現
代の高校生の中に、バブルの時期に崩壊した「ま
じめ主義」は、再び復活しているのであろうか。
まじめに努力して、厳しい将来に備えようという
気持ちが出てきているのであろうか。
今回４校の高校生に対して、まじめ及びまじめ

をめぐる事柄に関してアンケート調査を実施し
た。
質問の構成は、下記のようになっている（（ ）

内は設問番号）。
属性（１）、友人関係（２～３）、規範意識（４

～５）、授業中の態度（６～７）、勉強の意味（８）、
充実感を感じるとき（９）、大事に思っているこ
と（10）、大切なこと（11）、まじめについてのイ
メージ・意見（12～16）、自分とは（17）、人生観
（18）、将来像（19）、親と比べて（20）、社会観
（21～22）、部活動（23）、成績（24）、進路希望
（25）、高校生活満足度（26）。

２．調査対象の特質

調査対象校の特徴を記せば、下記のごとくであ
る。
Ａ校－東北地方の県立高校。男女共学。１学年８

クラス（普通科７クラス）。創立100年を越
える伝統校。

Ｂ校－東北地方の県立高校。男女共学。１学年８
クラス（普通科のみ）。創立は昭和50年代。

Ｃ校－東京都にある都立高校。男女共学。１学年
８クラス（普通科のみ）。創立は昭和40年
代。

Ｄ校－東京都にある私立高校。男女共学。１学年
11クラス（普通科のみ）。創立は昭和30年代。

生徒の回答から、各学校の特質を探ると、表
１－１のようになる。
高校間格差で言えば、大学進学希望率からみて

「中の上」、ないし「上の下」に属する学校が調査
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第１章�

調査の意図と調査対象の特質�
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対象校といえよう。部活動加入率はどこも６割を
超えているが、都立のＣ校の運動部加入率が際立
って高い。学校満足度は、東京の２校が東北の２
校より高い。
今回の調査対象校と回答者数の内訳を表１－２

に示した。全体で1,355名が対象。男子621名
（45.8％）、女子734名（54.2％）である。1年生675

名（49.8％）、2年生400名（29.5％）、3年生280名
（20.7％）である。
Ｂ校とＣ校は性別及び学年がバランスよく回答

が得られているが、Ａ校は１年生だけで、Ｄ校は
２年生が多くサンプルも少ないという偏りもみら
れる。分析の際、この点を考慮した。
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■表１－１　調査対象校の特質

（％）

卒業後の進路希望 高校生活 運動部 文化部
４年制大学 短大 専門・専修学校 就職 満足度 部活動 加入率 加入率
（入るのが難しい （とても＋かなり 加入率 （熱心＋不熱心）（熱心＋不熱心）＋普通程度） ＋やや）

Ａ校 70.8 2.6 7.5 6.8 83.8 69.2 51.0 18.2

Ｂ校 65.7 5.7 15.7 5.5 79.7 64.7 49.0 15.7

Ｃ校 82.4 0.0 2.4 0.3 96.3 87.1 74.6 12.5

Ｄ校 91.4 0.0 0.0 0.0 94.3 71.4 45.7 25.7

■表１－２　調査対象者数（全体、性別、学年別）

（人）

性　　別　 学　　年
全体　　 男子　 女子　 １年　 ２年　 ３年

Ａ校 308 158 150 308 0 0

Ｂ校 715 302 413 249 259 207

Ｃ校 296 151 145 110 113 73

Ｄ校 36 10 26 8 28 0

合計　　 1,355 621 734 675 400 280
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「今どきの高校生に“まじめ”は受けない」、
よくいわれる言い方である。あるいは、「マジ」
という言葉は、若者たちの間では、人を揶揄する
言い方としてよく使われている。確かに、今の高
校生にとって、「まじめ」という言葉はあまり受
けのよい言葉ではないようだ。
そこで、この章では、高校生の学校生活を中心

に、今の高校生は学校生活では「まじめ」なのか
どうか、また学校生活で「まじめ」であるならば、
どのような「まじめさ」を見せているのか、探っ
てみたい。

1. 授業中「まじめ」な高校生

１）基本的にはまじめな授業中
授業中の様子を尋ねた調査結果によると、結構
まじめに授業に取り組んでいる高校生の姿が浮か
んでくる。
表２－１をみてみよう。アンケートの結果によ

ると、「授業中、ノートをきちんと取る」という
問いに対し、「よくある」＋「ときどきある」の肯
定的な回答は92.5％に達しており、またその中で

― 12 ―

第２章�

学校生活でのまじめさ�

授業中、ノートをきちんと 72.1  20.4 5.7  1.7�
取る  92.5�

いねむりをする 25.1  46.9 17.4  10.3�

   72.0 �

友だちとおしゃべりをする 17.0  52.5 21.1  9.3�

   69.5�

宿題や別の教科や受験の 10.3  43.2 29.3  16.9�
勉強をする  53.5�

携帯電話・PHSで話したり、 11.2  28.6 25.4  34.7�
メール交換をしたりする  39.8�

友だちに渡すメモや手紙を 4.0  17.3 28.9  49.4�
書く  21.3�

マンガや雑誌、小説を読ん 4.7  14.4 22.0  58.7�
だりする     80.7�

テープ、ＣＤ、ＭＤなどで 2.5  3.0 7.9  86.5�
音楽を聴く     94.4�

教室を立ち歩く 1.2  3.2 15.4  80.1�

      95.5

■表２－１　授業中の態度・様子�
（％）�

よくある� ときどきある� あまりない� ぜんぜんない�

�

�

�
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も「よくある」は72.1％とかなり高い率を示して
いる。また、表２－２からもわかるように、今自
分が大事に思うものを尋ねたアンケート結果で
も、「とても大事」＋「まあ大事」の肯定的な回
答は、「まじめに授業を聞くこと」が80.7％、「勉
強をすること」が75.7％であった。これらの回答
結果からも、高校生が授業や勉強を大事なものと
考えていることがわかる。
一方、授業中に非常識な行動をする生徒の比率

は、全般的にかなり低い。表２－１によると、授
業中の非常識な行動に対する否定的な回答（「あ
まりない」＋「ぜんぜんない」）は、「教室を立ち
歩く」が95.5％、「テープ、ＣＤ、ＭＤなどで音
楽を聴く」が94.4％、また「マンガや雑誌、小説
を読んだりする」が80.7％であった。おしなべて、
授業中に非常識な行動をとる生徒の比率はかなり
低いことがわかる。
今の高校生は、基本的には授業や勉強を大事な

ものと考え、ノートをきちんと取り、まじめに授
業を受けているのではないか。

２）授業中の「おしゃべり」や「いねむり」
しかし、生徒たちのまじめさを額面通りには受

け取れないように思う。「授業中に私語が多い」、
最近学校でよく聞かれる言葉である。また、授業
中の「いねむり」や「内職」、これらも昔からみ
られる教室風景である。生徒たちの実態はどうな
のだろうか。
アンケートの結果によると、授業中におしゃべ

りをする生徒はかなり多い。表２－１からわかる
ように、授業中に「友だちとおしゃべりをする」
と回答した者は、「よくある」が17.0％、「ときど
きある」が52.5％で、肯定的回答の合計は69.5％
であった。
また表２－１によると、授業中に「いねむりを
する」と回答した生徒は72.0％（「よくある」
25.1％・「ときどきある」46.9％）であり、また
「宿題や別の教科や受験の勉強をする」と回答し
た生徒は53.5％（「よくある」10.3％・「ときどき
ある」43.2％）であった。いねむりや内職、これ
らはどこの教室でもみられる風景であろう。しか
し、４分の１の生徒がよく「いねむり」をし、さ
らに２分の１近くの生徒がときどき「いねむり」
をするという結果は、結構高い数字といえよう。
こらえ性のない今の高校生を表しているのであろ
うか。
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まじめに授業を聞くこと 33.6  47.1 13.8 3.8 1.6�

   80.7�

勉強をすること 31.5  44.2 17.0 5.2 1.7�

   75.7

■表２－２　大事に思うもの（学校生活）�
（％）�

とても大事�まあ大事�
どちらとも�
いえない�

それほど�
大事でない�

�

�

�

ぜんぜん�
大事でない�

 �
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２．授業では、どんなふうに「まじめ」
なのか？

１）特徴のある授業には、熱心に取り組む
生徒たち

ところで、生徒たちはどのように授業にまじめ
に取り組んでいるのであろうか。
図２－１は、「次のような授業のとき、あなた

は熱心に授業に取り組みますか」という設問に対
する回答を、まとめて図示したものである。図か
らわかるように、高校生たちは、①自分の興味の
ある教科の授業（「はい」97.2％）、②受験にかか
わる教科の授業（「はい」83.6％）、③熱心な先生
の授業（「はい」81.1％）の順で、授業に対して
熱心に取り組むと回答している。
ところで、これらの回答で特徴的なことは、全
般的に「はい」と答えた生徒の割合がかなり高い
という点である。数字をあげてみると、一番高い
「自分の興味のある教科の授業」では97.2％、最
も低い「やさしい先生の授業」でも67.4％であっ
た。筆者は公立高校の教師であるが、高校現場に
おける印象では、生徒たちの授業への熱心さは必
ずしもそれほど高くないというのが実感である。
しかし、高校生たちは、「興味のもてる」授業や
「熱心な先生」を求めているのであり、言い換え
るならば、教師の授業に対する工夫や熱意が求め
られているとも言えるのではないか。

２）どのような生徒が授業に熱心に　　　　
取り組むのか

ところで、どのような生徒がまじめに授業を受
け、また熱心に授業に取り組もうとしているのか。
クロス集計を用いて、高校生たちの授業に対する
意味づけや、授業に対する満足度と、授業への取
り組みとの関係を探ってみた。
表２－３は、「今学校で勉強していることが、将
来役に立つか」という質問項目と、「授業中の態
度や様子」をクロスさせたものである。
この表２－３によると、授業中ノートをよく取

っている生徒（「よくある」と回答した生徒）は、
今の勉強が将来「大いに役に立つ」と思っている
生徒では80.6％にもなるが、今の勉強が将来「ぜ
んぜん役に立たない」と思っている生徒では
51.3％にすぎないということがわかる。また、授
業中友だちとのおしゃべりやいねむりがよくある
と答えた生徒は、今の勉強が将来「ぜんぜん役に
立たない」と思っている生徒に一番多いこともわ
かる。予想されることであるが、総じて、今の勉
強が将来役に立つと思っている生徒は、まじめに
授業に取り組んでいることがわかる。
次に表２－４は、「現在の高校の授業に満足して
いるか」という質問項目と、「どのような授業に
熱心か」をクロスさせたものである。
この表２－４によると、たとえば「受験にかか

わる教科の授業」に熱心に取り組んでいるのは、
現在の授業に「とても満足している」生徒では
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■図２－１　どのような授業に熱心に取り組むか�
（％）�

自分の興味のある教科の授業�

受験にかかわる教科の授業�

熱心な先生の授業�

こわい先生の授業�

体育や音楽など実技授業�

クラス担任の授業�

やさしい先生の授業�

�

はい　　　　　　　　　いいえ�

　　　　　97.2   　　　 2.4�

　　　　83.6  　　 16.4�

　　　　81.1  　　　17.0�

　　　81.0  　　 17.5�

　　　80.8  　　　17.8�

　　71.4  25.8�

67.4        　　　　　　　　　30.5

�
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89.3％、「とても不満である」と感じている生徒
では62.0％であった。また、「やさしい先生の授
業」に熱心に取り組んでいるのは、現在の授業に
「とても満足している」生徒では82.4％、「とても
不満である」と感じている生徒では51.9％であっ
た。このように、現在の授業に満足している生徒
ほど、熱心に授業に取り組んでいることがわかる。
ところで、この表からもう１つ特徴的にわかる

ことは、生徒の授業に対する興味関心が、他の要
因を超えて、授業に対し生徒を熱心に取り組ませ
る要因になっていることである。表２－４の「自
分の興味のある教科の授業」の項目に着目してみ
よう。他の種類の授業では、授業への満足度が下

がると授業に対する熱心さも低下するが、「自分
の興味のある教科の授業」においては、授業に対
する満足度とほとんど関係なく、どの生徒も非常
に高い熱心さを示していることがわかる。ちなみ
に、「自分の興味のある教科の授業」に熱心に取
り組むと回答した生徒は、現在の授業に「とても
満足している」生徒が96.5％であったが、「とて
も不満である」生徒でも92.6％であった。ここか
らわかるのは、生徒の授業に対する興味関心が、
授業に対する満足度という要素を超えて、授業に
対し生徒を熱心に取り組ませる大きな要因になっ
ているということであろう。

授業中、ノートを�
きちんと取る�

友だちとおしゃべり�
をする�

いねむりをする�

�

■表２－３　今の勉強が将来役に立つか×授業中の態度・様子�
（％）�

よくある 80.6 ＞ 76.6 ＞ 69.8 ＞ 51.3�

ときどきある 10.2  19.5  22.2  26.9�

よくある 18.5 ＞ 14.6 ＜ 16.7 ＜ 32.1�

ときどきある 47.2  55.5  53.5  33.3�

よくある 27.8 ＞ 19.4 ＜ 27.5 ＜ 41.0�

ときどきある 28.7  52.4  46.5  38.5

�

�

自分の興味の�
ある教科の授業�

受験にかかわる�
教科の授業�

熱心な先生の�
授業�

やさしい先生�
の授業�
�

どれくらい�
あるか�

授業中の�
態度・様子�

今、学校で勉強していることは、あなたにとって将来役に立つか�

大いに役に�
立つと思う�

かなり役に�
立つと思う�

あまり役に立�
たないと思う�

ぜんぜん役に�
立たないと思う�

は最大値、　　　は最小値�

■表２－４　現在の授業に満足しているか×どのような授業に熱心か�
（％）�

はい 96.5 ＜ 99.5 ＞ 98.2 ＞ 97.1 ＞ 92.6�

いいえ   3.5    0.5    1.8    2.9    7.4�

はい 89.3 ＞ 88.5 ＞ 87.0 ＞ 77.8 ＞ 62.0�

いいえ 10.7  11.5  13.0  22.2  38.0�

はい 88.2 ＜ 90.9 ＞ 84.2 ＞ 77.7 ＞ 66.0�

いいえ 11.8    9.1  15.8  22.3  34.0�

はい 82.4 ＞ 76.9 ＞ 70.2 ＞ 62.8 ＞ 51.9�

いいえ 17.6  23.1  29.8  37.2  48.1�

�

�

�

�

熱心に�
取り組むか�

どのような�
授業か�

あなたは、現在の高校の授業に満足しているか�

とても満足�
している�

かなり満足�
している�

やや満足�
している�

とても�
不満である�

は最大値、　　　は最小値�

かなり�
不満である�
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３．学校についてはまじめな高校生

１）学校については、かなりまじめな姿勢を
持っている

生徒たちの授業についての態度がわかったとこ
ろで、次に、対象をもう少し広げて、学校生活全
般にわたって生徒たちがどのようなことを大事に
考えているかをみてみよう。
図２－２は、高校生に、学校生活を中心に、ど
のようなことを大事に思うか尋ねたものを一覧に
した図である。学校に関する項目に絞って、具体
的にみてみよう。「とても大事」＋「まあ大事」
という肯定的な回答の数字をあげてみると、「学
校に毎日行くこと」84.7％、「まじめに授業を聞

くこと」80.7％、「学校に遅刻しないこと」77.6％、
「勉強をすること」75.7％、「校則を守ること」
49.8％であった。
これらの数値から、学校を勉強する場としてと

らえ、それを大事にしようと考えている高校生の
姿が見えてくる。このような学校や授業に対する
高校生の姿勢は、彼らが勉強や学校を「まじめ」
なものとしてとらえている現れといえるのではな
いか。

２）どのような生徒が学校を大事に
思っているのか

ところで、どのような生徒が学校を大事に思っ
ているのか。ここでもクロス集計を用いてもう少
し考察してみよう。
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友だち関係を大事にすること�

他人に迷惑をかけないようにすること�

学校に毎日行くこと�

まじめに授業を聞くこと�

学校に遅刻しないこと�

部活動を一生懸命すること�

勉強をすること�

髪型やファッションに気をつかうこと�

異性とつきあうこと�

読書をすること�

掃除当番をきちんとすること�

ボランティア活動、奉仕活動に参加�
すること�

校則を守ること�
親の信頼を裏切らないこと�
（親の言うことをよく聞くこと）�

社会のためにつくすこと�

流行に遅れないようにすること�

アルバイトを一生懸命すること�

塾、予備校に通うこと�

�

■図２－２　自分が大事に思うもの�

「とても」＋「まあ」大事な割合�
「それほど」＋「ぜんぜん」大事でない割合�
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表２－５は、「今学校で勉強していることが将
来役に立つか」という質問項目と、「自分が大事
に思うもの」をクロスさせたものである。どれく
らい大事に思うかについては、「とても大事」「ま
あ大事」の肯定的な回答と、その両者の合計が示
してある。
この表によると、学校や勉強のどの項目におい
ても、今の勉強が将来「役に立つ」と思っている
生徒ほど、大事と思う数値が高くなっているのが
わかる（「とても大事」および「とても大事」＋
「まあ大事」の合計の数字は、すべて左側にいく
ほど数値が大きくなっている）。このことから、
今の勉強が将来「役に立つ」と思っている度合い

が高い生徒ほど、学校に関するいろいろなことを
大事に思っているのがよくわかる。
次に表２－６は、「現在の高校に全体として満足
しているか」という質問項目と、「自分が大事に
思うもの」をクロスさせたものである。ここでも、
どれくらい大事に思うかについては、「とても大
事」「まあ大事」の肯定的な回答と、その両者の
合計が示してある。
ここにおいても、表２－５と同じような傾向が
みてとれる。「現在の高校に全体として満足して
いる」度合いが高い生徒ほど、学校に関するいろ
いろなことを大事に思っているのがわかる。
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とても大事 65.7 ＞ 55.0 ＞ 40.4 ＞ 34.5 ＞ 19.4�
まあ大事 29.2  35.6  43.7  40.0  33.9�
（小計） （94.9） ＞ （90.6） ＞ （84.1） ＞ （74.5） ＞ （53.3）�

とても大事 46.1 ＞ 33.9 ＞ 31.4 ＞ 29.7 ＞ 25.8�
まあ大事 37.1  47.5  46.4  44.1  19.4�
（小計） （83.2） ＞ （81.4） ＞ （77.8） ＞ （73.8） ＞ （45.2）�

とても大事 46.1 ＞ 40.3 ＞ 28.6 ＞ 26.2 ＞ 22.6�
まあ大事 38.8  45.0  52.5  47.6  32.3�
（小計） （84.9） ＜ （85.3） ＞ （81.1） ＞ （73.8） ＞ （54.9）�

とても大事 43.3 ＞ 37.0 ＞ 28.5 ＞ 20.0 ＜ 24.2�
まあ大事 43.3  44.3  48.2  37.2  30.6�
（小計） （86.6） ＞ （81.3） ＞ （76.7） ＞ （57.2） ＞ （54.8）�
�

学校に毎日行く�
こと�
�
�
�
学校に遅刻しな�
いこと�
�
�
まじめに授業を�
聞くこと�
�
�
勉強をすること�
�

■表２－５　今の勉強が将来役に立つか×自分が大事に思うもの�
（％）�

とても大事 71.3 ＞ 55.6 ＞ 36.7 ＞ 24.4 �
まあ大事 23.1  35.1  44.8  39.7�
（小計） （94.4） ＞ （90.7） ＞ （81.5） ＞ （64.1）�

とても大事 55.6 ＞ 39.0 ＞ 27.0 ＞ 21.8�
まあ大事 31.5  44.2  47.0  35.9�
（小計） （87.1） ＞ （83.2） ＞ （74.0） ＞ （57.7）�

とても大事 65.7 ＞ 39.4 ＞ 25.4 ＞ 16.7�
まあ大事 26.9  50.1  49.9  33.3 �
（小計） （92.6） ＞ （89.5） ＞ （75.3） ＞ （50.0）�

とても大事 66.7 ＞ 35.2 ＞ 23.8 ＞ 23.1 �
まあ大事 23.1  51.9  44.7  23.1 �
（小計） （89.8） ＞ （87.1） ＞ （68.5） ＞ （46.2）�

�

�

学校に毎日行く�
こと�
�
�学校に遅刻しな�
いこと�
�

まじめに授業を�
聞くこと�
�
�
勉強をすること�

どれくらい�
大事に思うか�

どれくらい�
大事に思うか�

大事に思う対象�

今、学校で勉強していることは、あなたにとって将来役に立つか�

大いに役に�
立つと思う�

かなり役に�
立つと思う�

あまり役に立�
たないと思う�

ぜんぜん役に�
立たないと思う�

は最大値、　　　は最小値�

■表２－６　現在の高校に全体として満足しているか×自分が大事に思うもの�
（％）�

�

�

大事に思う対象�
あなたは、現在の高校に全体として満足しているか�

とても満足�
している�

かなり満足�
している�

やや満足�
している�

とても�
不満である�

は最大値、　　　は最小値�

かなり�
不満である�
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４．「まじめ」と言われたら

それでは高校生にとって、まじめさとはどうい
うものなのだろうか。表２－７は、担任、親、ク
ラスメイトという高校生をとりまく３つの人間関
係からの「まじめ」という言葉をかけられたとき、
どのように受け止めているかをまとめたものであ
る。全体では「とても＋わりとうれしい」の数値
が高いのは「担任の先生から」言われたときの
39.9％、次いで「親から」言われたときの30.0％。
「クラスメイトから」言われたときは22.9％であ
る。男女別では女子が「クラスメイトから」言わ
れたとき、17.9％と男子よりも10％以上も低い。
逆に「あまり＋まったくうれしくない」が女子

の場合、「クラスメイトから」言われたとき、
48.5％と約半分となっている。図２－３と図２－
４は女子と男子をそれぞれ学年別に比較したもの
である。男子は「担任の先生から」と「クラスメ
イトから」で女子を上回り、女子は「親から」の
ときのみ男子を上回る。特に２年女子は「担任の
先生から」よりも「親から」の「まじめ」をうれ
しく受け止め、「クラスメイトから」の「まじめ」
は低いレベルである。
調査設問Ｑ16では「まじめにやろうと思うのは

どのようなときか」をフリーアンサーで聞いてい
る。男子に「部活動」「勉強」「将来の進路」と具
体的に答えている生徒が目立つのに対し、女子の
場合は「自分の好きなこと」といった自分の世界
にかかわる答えが目につく。

■図２－３　人から「あなたはまじめだね」�
　　　　　　と言われたらどう思うか×�
　　　　　　女子・学年�
�

■図２－４　人から「あなたはまじめだね」�
　　　　　　と言われたらどう思うか×�
　　　　　　男子・学年�
�

■表２－７　人から「あなたはまじめだね」と言われたらどう思うか×性・学年�

担任の先生から�
親から�
クラスメイトから�
�

担任の先生から�
親から�
クラスメイトから�
�

 全体 男子 女子 １年 ２年 ３年�
担任の先生から�
　とても＋わりとうれしい 39.9 40.5 39.4 43.1 38.3 34.3�
　あまり＋まったくうれしくない 24.1 24.5 23.7 25.1 21.6 25.4�
親から�
　とても＋わりとうれしい 30.0 29.1 30.7 31.4 31.4 24.6�
　あまり＋まったくうれしくない 30.0 32.4 28.0 31.8 24.6 33.2�
クラスメイトから�
　とても＋わりとうれしい 22.9 28.8 17.9 25.9 19.6 20.3�
　あまり＋まったくうれしくない 42.0 34.5 48.5 43.6 41.1 39.7

（％）�

「とても」＋「わりと」うれしい割合�

３
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年�

0

10

20

30

40

50
（％）�
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26.3 
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15.5
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16.3
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41.1 

27.7 
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33.3 

24.2 
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５．自分中心にまじめな高校生

１）自分中心的なまじめを見せる高校生
さて、高校での授業や学校生活を通して、高校

生が学校生活を基本的にはまじめにとらえている
ことをみてきた。ところで、「まじめ」について
は、さまざまな見方、言い方がされている。まじ
めが「崩壊」した、あるいはまじめが「変容」し
ているという言い方もされる。また、まじめが
「復権」しつつある、あるいは「新しい」まじめ
が生まれているという言い方もされる。ここでは、
今の高校生の「まじめ」がどのようなものである
のか、少し考察してみたい。
図２－５は、高校生の日常生活に関してどれく

らい大事に思うかを尋ね、「とても大事」＋「ま
あ大事」という肯定的な回答の多かった順に並べ
てみたものである。これを概観すると、今の高校
生の「まじめ」が、自分中心的な「まじめ」とい
う傾向を持っていることが見えてくる。
図２－５を具体的にみてみよう。一方で、自分

のことや、自分を中心とすることを大事と思う割
合は高い。たとえば、「とても大事」＋「まあ大
事」という肯定的な回答をみると、「友だち関係
を大事にすること」95.7％、「部活動を一生懸命
すること」76.0％、「髪型やファッションに気を
つかうこと」66.7％など、かなり高い数値があが
っている。しかし他方、社会的なことや規則など
については、大事だと思う割合はそれほど高くは
ない。たとえば同じく、「とても大事」＋「まあ

■図２－５　大事に思うもの� （％）�

友だち関係を大事にする�
こと�

他人に迷惑をかけない�
ようにすること�

部活動を一生懸命すること�

髪型やファッションに�
気をつかうこと�

掃除当番をきちんとする�
こと�

ボランティア活動、�
奉仕活動に参加すること�

親の信頼を裏切らないこと�
（親の言うことをよく聞くこと）�

社会のためにつくすこと�

とても大事�

�
ぜんぜん大事でない�
それほど大事でない�
どちらともいえない�

まあ大事�

   79.2    　　16.5 �

  54.4    35.2   7.8 �

 　　　47.1 　  　　　28.9   　15.4 　　 4.8�

　　　25.6   　　41.1   　　　　24.6 　　　6.2　　 2.3�

　　19.6 　 　　　39.9   　　25.3  　　 11.5 　　　3.7�

　14.8   　35.9   　　　　　34.5  　　　 9.6 　　5.1�

　15.1   　34.0   　　　　33.9  　　　11.6 　4.9�

11.4  　　　27.9   　　41.6  　 　　12.3 　　6.6�

�

3.2 �
0.8 �
0.2

1.5 �
0.3

　3.8 

（95.7）�

（76.0）�

（66.7）�

（59.5）�

（50.7）�

（49.1）�

（39.3）�

（89.6）�

（　）内は「とても」＋「まあ」大事の割合�
�
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大事」という肯定的な回答でみると、「掃除当番
をきちんとすること」59.5％、「ボランティア活
動、奉仕活動に参加すること」50.7％、「社会の
ためにつくすこと」39.3％など、それほど高い数
値にはなっていない。
また、「他人に迷惑をかけないようにすること」
を大事だと思う割合は、「とても大事」＋「まあ
大事」で89.6％と高率であるが、「掃除当番をき
ちんとすること」や「親の信頼を裏切らないこと」
などを大事と思う比率は、それぞれ59 .5％、
49.1％とそれほど高くはない。この両者の差から
考えると、この他人は社会やまわりの一般的な他
人というより、自分を中心とした友だちや仲間の
ことを指していると考える方が自然である。どう
やら、自分を中心とした思いやりのようである。

２）自由記述からの一考察　　　　　　　　　
次に、自由記述の分析から、今の高校生の「ま

じめ」が、自分中心的な「まじめ」という傾向を
持っていることを考察してみよう。
今回のアンケート調査では、「あなたがまじめに
やろうと思うのは、どのようなときですか。自由
に書いてください」という形式で、自由記述を求
めた。記述のあったものの中からＢ校96名、Ｃ校
91名を無作為で抽出し分析の対象とした。その際、
男女のバランス、学年のバランスがとれるよう留
意した。またＢ校、Ｃ校の２校を選んだのは、そ
れぞれ１年生から３年生までバランスよく調査さ
れていること、また一方が東北地方の公立校で、
もう一方が東京の公立校であり、地域のバランス
もとれると判断したからである（Ｂ・Ｃ校の特質
についてはp.11 表１－１、表１－２を参照）。
分析の仕方であるが、「まじめにやろうと思う

とき」の内容を複数書いているものについては、
それぞれの回答内容を別々に数えた。この結果、
Ｂ校で96名134個の回答、Ｃ校で91名135個の回答
となり、合計269個の回答を分析対象とすること
にした。この269個の回答を分類して一覧表にし
たものが、表２－８である。
表２－８からわかるように、高校生がまじめに
やろうと思う対象は、第１位①「自分の好きなこ
と、大事なこと、興味のあること」（28.6％）、第

２位②「テスト、勉強、受験など」（24.9％）、第
３位③「部活動」（11.5％）となった。また全体
的にみて、自分にかかわること、自分を中心とし
たことがほとんどで、他者とのかかわりや社会的
なことと考えられる④「迷惑をかけるとき、ルー
ル・規則、掃除など」、⑧「人に頼まれたとき」、
⑨「ボランティア活動」の３つは、合計しても
13.0％にすぎなかった。
このように、自由記述の分析からも、自分の好
きなことは大事、学校や勉強は大事、他者とのか
かわりや社会的なことにはそれほど関心がないと
いう、自分中心的に「まじめ」な高校生の姿がみ
てとれた。

今の高校生は「まじめ」なのだろうか。今高校
生にとって、「まじめ」とはどのようなものなの
だろうか。
筆者は教師歴25年の公立高校の教師である。今

の学校現場での高校生をみていると、学力レベル
の差による違いはあるが、一般的に勉強や試験に
対しては、まじめに取り組むべきものだという考
え方が見受けられる。また学校行事や部活動など、
熱心にまじめに取り組む姿も多くみられる。たと
えば、文化祭でクラス劇に挑戦して素晴らしい成
果を上げたり、体育祭において応援や競技で若者
らしいエネルギーを精一杯発揮したり、あるいは
また、３年間部活動を続け、素晴らしい高校生活
を過ごしていく高校生もたくさん見受けられる。
しかし一方、「まじめ」の不足を痛感させられる
ことも多い。一言でいえば、公共的な観念や社会
性が低いということであろう。高校教師にとって、
掃除をいかにさせるかというのはなかなかの難題
であるし、全校集会や式での生徒たちは、まさに
烏合の衆ではないかと思わされることも少なくな
い。普段のホームルームや生徒会活動なども、概
して不活発である。また、社会一般への興味関心
は、昔の高校生に比べてはるかに低いものと思わ
れる。このような面では、「まじめ」は確かに薄
れているのであろう。
以上本章の考察から、「学校についてはまじめ

な高校生」「自分中心にまじめな高校生」という
像をとらえることができるのではないか。
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■表２－８　自由記述「あなたがまじめにやろうと思うのは、どのようなときか」の概観（一部抜粋）�

①自分の好きなこと、大事な�
　こと、興味のあること�
�
�
�
�
�
�
�
�
②テスト、勉強、受験など�
�
�
�
�
�
�
�
③部活動�
�
�
�
�
�
④迷惑をかけるとき、�
　ルール・規則、掃除など�
�
�

⑤将来、進路、目標など�

�
�
　　　　　�
⑥みんなでやるとき、�
　学校行事など�
�
�

⑦追い込まれたとき、�
　大事なとき�
�
�
�
⑧人に頼まれたとき�
�
�
�
⑨ボランティア活動�
�
�
⑩その他�
�
�

・自分が好きなことをするとき　・自分の好きなこ
と熱中できることをやっているとき　・自分に興味�
があることをやるとき　・自分に興味のあること、
とにかく自分のこと　・自分にとって大事なことを
しているとき　・夢や目標など目指せるものができ
たとき　・気持ちがのっているとき　・自分で決定し
たことはまじめにやろうと思う　・自分で決めたこ
とをするとき�
�
・テストが近づいてきたとき　・テストが返ってき
て、点数が悪かったとき　・テストの点がやばそう
なとき　・授業を受けるとき　・成績が下がったと
き　・自分の得意教科などの授業を受けているとき
・受験勉強を始めようとするとき　・今は受験勉強�
・行きたい大学に入れるように今くらいはまじめに
やろう�
�
・部活動をやっているとき　・部活動のとき　・部
活動をするとき　・部活動などで自分が決めて取り
組んだとき　・自分が１つのものに熱中していると
き（部活動など）　・「優勝」が目標の大会に出場す
るとき　・部活動で、本番間近のとき�
�
・自分がまじめにやらないとまわりに迷惑がかかる
というとき　・人に迷惑がかかるおそれがあるとき
・ルールを守ること　・先生に注意されそうなとき�
・決められた何かがあるとき　・掃除�
�
・自分の将来がかかっているとき　・将来のことを
考えたとき　・自分の将来のためになることをやる
とき　・自分の進路に向けて、それに必要なことを
努力するとき　・自分の進路を決めること�
�
・修学旅行についての話し合い　・みんなで何かす
るとき　・友だちとやれるとき　・クラスなど団体
で物事を達成するとき　・学校行事　・みんなで一
丸になって何かをやろうとしているとき�
�
・追い込まれたとき　・ここばかりは落とせないと
き　・そろそろやらないとまずいと思ったとき　・大
事な時期にさしかかるとき　・本当にやらなければ
ならない状況におちいったとき�
�
・人に何か頼まれたとき　・重要な頼みごとをされ
たとき　・家の手伝いをしているとき　・信頼され
ているとき　・言われたことをやるとき�
�
・ボランティア活動　・困っている人がいるとき�
�
�

・誰かに見られているとき　・あぶない物をあつか
うとき　・自分のだらしなさに気づいたとき　・ふ
まじめになりすぎたとき　・いろいろなことを不安
に思ったとき　・人生全部に対して　・他の人が、
自分の感心することをやっているのを見たとき�

 項　　　目 合　計 B校 C校�

  77 42 35�
  （28.6％）�
�
�
�
�
�
�
  �
  67 36 31�
  （24.9％）�
�
�
�
�
�

  31   9 22�
  （11.5％）�
�
�
�
�
  23 12 11�
  （8.6％）�
�
�
�
  18 10 8�
  （6.7％）�
�
�
�
  17   6 11�
  （6.3％）�
�
�

  14 11   3�
  （5.2％）�
�
�

    9   4   5�
  （3.3％）�
�

    3   0   3�
  （1.1％）�

  10   4   6�
  （3.7％）�
�
�
�

  269 134 135�
�

サンプル対象  男子 女子 計�
 １年生 32名 31名 63名�
 ２年生 31名 31名 62名�
 ３年生 31名 31名 62名�
 計 94名 93名 187名�

�

記　述　例�
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１．どんな生き方を求めるのか？

リストラ、倒産、ニューヨーク・テロに示され
るように、社会的にも経済的にも混乱と先行き不
透明感がおおいつくす今日、高校生にとってその
将来像を描くあるいは展望を持つということは、
きわめて困難な状況である。まして人生などとい
う曖昧模糊かつ遠大なものの見方への問いは、い
まだ社会のスタートラインにも立っていない高校
生には、回答へのおぼつかなさも当然あろう。し
かし毎日の生活の中で、改めてそうした問いへの
態度を求められたとき、おぼろげながらにせよ生
活、人生に対しどのような側面に強いこだわりを
持っているのかを垣間見ることもできよう。そう
した意味で、こだわりの中核がどのようなところ
にあるのかをまず考えてみたい。
まず、「あなたは人生について、どのように考

えていますか」と尋ねた７項目についての回答結
果を表３－１にまとめた。回答は「そう思う」

「どちらともいえない」「そうは思わない」の３択
である。「そう思う」の割合に注目すると、「生き
ている実感のある今の一瞬が一番大切だ」55.1％
と「自分の夢の実現のためにがんばるのが人生だ」
54.0％の２項目がほぼ同等の割合で最も強く支持
された。次いで、「今していることの価値は将来
になってわかるものだ」50.6％が半数を超えた割
合を示した。逆に他の項目とかけはなれた低い割
合を示したのが、「どうなるかわからない先のこ
とを考えても仕方がない」22.1％であった。この
結果は一見、相矛盾するような人生へのこだわり
を印象づけられる。すなわち、一方で今現在の
「一瞬」の刹那的なものへの強いこだわりをみせ
るかと思えば、他方で自分の抱く夢にかける、
「将来的」なものへのこだわりもみられるからで
ある。
こうした価値意識の傾向をさぐるためには、価

値意識の分布特性をもう少し検討しておく必要が
ある。つまりどのような生徒にこうした意識は強
く支持されあるいは弱いのか、また「まじめ」の
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第３章�

 社会観とまじめ意識�

■表３－１　大事に思う生き方
（％）

そう思う
そうは どちらとも
思わない いえない

生きている実感のある今の一瞬が一番大切だ 55.1 4.9 39.6

自分の夢の実現のためにがんばるのが人生だ 54.0 7.3 38.2

今していることの価値は将来になってわかるものだ 50.6 9.4 39.2

今がつらくても将来のためならがまんするべきだ 45.9 12.4 41.0

就職難の世の中、まじめに勉強しておかないと大変だ 45.5 15.4 38.5

今が大切にできないで将来を大切にできるはずがない 45.2 17.9 36.3

どうなるかわからない先のことを考えても仕方がない 22.1 37.7 39.5
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■表３－２　大事に思う生き方×性・学年
（％）

全体 男子 女子 １年 ２年 ３年

生きている実感のある今の一瞬が一番大切だ 55.1 56.6 54.4 57.1 51.8 56.5

自分の夢の実現のためにがんばるのが人生だ 54.0 57.5 ＞ 51.6 51.2 ＜ 55.8 ＜ 59.7

今していることの価値は将来になってわかるものだ 50.6 51.8 50.3 51.1 49.2 53.3

今がつらくても将来のためならがまんするべきだ 45.9 48.9 ＞ 44.0 44.3 ＜ 46.2 ＜ 51.1

就職難の世の中、まじめに勉強しておかないと大変だ 45.5 47.6 ＞ 44.3 47.3 46.0 ＞ 41.9

今が大切にできないで将来を大切にできるはずがない 45.2 49.0 ＞ 42.5 43.5 ＜ 47.0 48.0

どうなるかわからない先のことを考えても仕方がない 22.1 27.1 ＞ 18.2 25.3 ＞ 17.6 21.6

「そう思う」割合

■表３－３　「大事に思う生き方」項目の因子負荷量

（将来重視） （現在重視） 共通性
因子１ 因子２ （初期）

今がつらくても将来のためならがまんするべきだ 0.788 0.104 0.227

就職難の世の中、まじめに勉強しておかないと大変だ 0.391 0.113 0.120

自分の夢の実現のためにがんばるのが人生だ 0.356 0.355 0.167

今していることの価値は将来になってわかるものだ 0.282 0.202 0.086

どうなるかわからない先のことを考えても仕方がない －0.154 －0.024 0.022

生きている実感のある今の一瞬が一番大切だ 0.001 0.606 0.079

今が大切にできないで将来を大切にできるはずがない 0.252 0.324 0.105

初期の固有値 1.97 1.06 3.03

分散の％ 28.09 15.14 43.23

回転後の負荷量平方和 1.067 0.663 1.73

分散の％ 15.24 9.47 24.71

注）因子抽出法：主因子法　バリマックス回転
各項目の選択肢の得点は、それぞれ次のようにつけた。そう思う＝１　どちらともいえない＝２　そうは思わない＝３

意味は実体的にはどのように共有されているの
か、という点にかかわってである。表３－２は男
女、学年属性でみた結果である。女子よりも男子
の方が、こうした価値傾向が強く示されている。
また３年生へと学年が上がるにつれても、こうし
た傾向の強さがうかがえる。
ところで表３－１の７項目の質問内容には、い

ろいろな価値意識がおりこまれているとみること
もできる。そこで、回答に対し潜在的に共通した
どんな要因が作用しているのかを探るために、因
子分析を行ってみた。ここでは因子分析の方法的
な解説は省かせてもらい、さしあたりの解析の結
論として、析出された共通因子についてのみふれ
させてもらう。主因子法により２個の因子抽出が
なされ、１つは「今がつらくても将来のためなら
がまんするべきだ」（バリマックス回転後の因子

負荷量：0.788）に代表される因子、もう１つは
「生きている実感のある今の一瞬が一番大切だ」
（同負荷量：0.606）に代表される因子であった
（表３－３を参照）。そこで前者の因子は、現在よ
りも将来・未来に価値をおき、現在的な欲望を延
期する心理機制が働いた価値意識であると考える
ことができる。一方、後者の因子は、現在の刹那
的な感覚に価値を置き、現在的な欲望を即充足さ
せようとする価値意識であるといえる。そこで、
ここでは簡単に、前者を「将来」志向、後者を
「現在」志向と表現しておく。改めて表３－３の
各項目に注目すれば、「将来」志向と「現在」志
向の因子の差異がみてとれよう。そして「大事に
思う生き方」に、総体的には「将来」志向が強く
現れている傾向がうかがえよう。
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２．自己中心へのこだわり

とはいえ、明るい希望を見いだすにはなかなか
厳しい時代である。
そうであればこそ、具体的な将来生活の設計で

は、何を重視しているのであろうか。表３－４は
「あなたの将来にとってどのくらい重要か」とい
う５項目の質問に対する回答結果を示した。これ
からの社会生活を考えたとき、自らが価値的に優
先させたいものが何であるかを物語っている。結
果はきわめて明快で、若者意識の顕著な傾向は
「自分の好きな職業につくこと」（「重要」82.2％）
と「幸せな家庭を築くこと」（「重要」73.1％）の
２つの願望に収斂している。すなわち、やりたい
ことをやって、家庭もハッピーに毎日を過ごせれ
ば、日々人生これほどいうことはない幸せかもし
れない。
もう少し若者の意識の特性をみていきたい。表

３－５は「将来にとって重要」（「重要」「やや重
要」と答えた合計の割合）と思うことの強さを、

男女別に示したものである。「自分の好きな職業
につくこと」「幸せな家庭を築くこと」が最重視
される点では男女で特に差異はない。違いがみら
れたのは、「社会的評価の高い職業につくこと」
（男子43.6％＞女子35.5％）と「偏差値の高い大学
に進学すること」（男子51.3％＞女子36.4％）とい
う社会的な評価を意識した項目であり、いずれも
男子の方がかなり上回っていた。
それでは高校卒業後の将来の進路希望との関係

ではどうであろうか。表３－６の卒業後の進路と
のクロスをみると、難関大学を目指しているタイ
プと一般大学志望のタイプで特徴的な違いが読み
取れるようである。すなわち、難関大学志望の者
は、「高い収入を得る」目標はとりあえず脇に置
いて、｢自分の好きな｣「社会的な評価の高い」職
業につけることを考え、「偏差値の高い大学」を
目指すことを重視している。一方、一般大学志望
者は、難関大学志望者のように自分の思い通りの
職業選択や大学選択をすることはかなり難しいこ
とが予想されているようであり、社会的な評価と
いう点では低めに妥協せざるを得ない現実を感じ

■表３－４　将来的に重要なこと
（％）

重要 やや重要 あまり重要でない重要でない
自分の好きな職業につくこと 82.2 ＞ 14.8 2.0 0.2
幸せな家庭を築くこと 73.1 ＞ 18.9 4.6 2.6
高い収入を得ること 31.9 47.0 15.8 4.5
社会的評価の高い職業につくこと 10.3 28.6 42.3 18.1
偏差値の高い大学に進学すること 9.8 33.1 36.2 20.1

■表３－５　将来的に重要なこと×性
（％）

男子 女子
自分の好きな職業につくこと 97.1 98.3
幸せな家庭を築くこと 91.2 93.9
高い収入を得ること 80.3 78.9
社会的評価の高い職業につくこと 43.6 35.5
偏差値の高い大学に進学すること 51.3 36.4

「重要」＋「やや重要」の割合

■表３－６　将来的に重要なこと×卒業後の進路
（％）

難関大学 一般大学 専修・専門学校 就職 未定・その他
自分の好きな職業につくこと 98.6 ＞ 77.9 97.9 91.8 97.1
幸せな家庭を築くこと 94.0 93.5 92.2 93.4 85.4
高い収入を得ること 77.4 80.7 79.5 77.0 81.0
社会的評価の高い職業につくこと 47.1 ＞ 38.6 31.7 31.2 32.1
偏差値の高い大学に進学すること 65.3 ＞ 43.1 ＞ 16.9 ＞ 9.8 25.5

「重要」＋「やや重要」の割合
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ている。
では社会的に認められ評価されるようなもの、

たとえば社会的な権威や社会性への志向は、こう
した若者一般の感覚とどのように関係づけられる
のであろうか。ここでは社会的な権威をかれらの
一番身近なところでシンボライズしている父親・
母親との比較を試みた。表３－７は、自己意識や
社会性などについて、男子は父親と、女子は母親
と比較して、親子においてどちらの方がすぐれて
いるかを評価したものである。さらに表３－８は、
男子、女子での差異をみたものである。まず親に
比べて自分の方がすぐれていると思われたのは、
「好きなことに打ち込む力」（自分47.3％＞親
14.7％）と「友だちとのつきあいを大切にするこ
と」（自分43.1％＞親10.4％）という点であり、こ
れは女子より男子の方がとりわけ高い評価をして
いる。興味深いのは人とのつきあいといっても、
友だちという親密度の濃い相手とのつきあいはき
わめて大切に思っているにもかかわらず、それ以
外の普通の人との人間関係はそれほどではないと
いうことである。一方、社会性の基本的な要素と

でもいえるような「責任感」「親孝行」「正義感」
「愛国心」などは、おしなべて親の優位さの前に
圧倒されている感じである。男女の比較では、全
般に女子より男子の方に自己意識の優位さがみら
れるが、男子のたくましさの表れなのか、それと
も父子関係において父親の存在の軽さの反映なの
か、この解釈は一義的ではなさそうである。

３．社会観と生徒像

次に高校生が今の社会をどのように評価する
か、その特徴傾向を分析したい。一般に指摘され
る社会評価の代表を６項目にしぼって、「とても
そう思う」から「まったくそう思わない」まで肯
定―否定の４段階のスケールで評価してもらっ
た。その結果が表３－９である。８割以上に共通
した見方は、「物質的に豊か」で｢お金持ちや地位
の高い人が得をする｣社会である。また、｢自分の
ことしか考えず｣「おとなは若者をわかろうとし
ない」ような社会でもある。つまりモノ、カネ、
権威が幅を利かし、エゴと世代間の不信が横たわ

■表３－７　親と比較した自己意識（すぐれている）
（％）

自分の方が 親の方が 同じくらい
すぐれている すぐれている

好きなことに打ち込む力 47.3 ＞ 14.7 37.3
友だちとのつきあいを 43.1 ＞ 10.4 45.6
大切にすること
誰とでも上手につきあうこと 29.7 28.3 41.0
何事にもがんばる力 23.7 ＜ 32.6 42.7
環境や地球へのやさしさ 22.9 ＜ 26.5 49.7
責任感（責任を果たす気持ち） 18.2 ＜ 43.2 37.8
親を大切にする気持ち 17.2 ＜ 32.2 49.7
正義感（不正を憎む気持ち） 16.7 ＜ 36.8 45.7
愛国心（国のことを思う気持ち） 6.2 ＜ 32.8 59.3

（注）男子は父親、女子は母親との比較

■表３－９　日本社会の評価
（％）

とても まあ 小計 あまりそうまったくそう 小計
そう思う そう思う 思わない 思わない

物質的に豊かな社会だ 45.9 39.9 85.8 10.9 3.0 13.9
お金持ちや地位の高い人が得をする社会だ 43.4 37.0 80.4 15.4 3.8 19.2
自分のことしか考えない人が多い 36.9 46.3 83.2 15.4 1.2 16.6
おとなは若者の考えや気持ちをあまり理解していない 35.0 47.2 82.2 15.9 1.5 17.4
まじめに努力をすれば報われる社会だ 10.0 28.3 38.3 48.6 12.9 61.5
新聞やテレビからの報道は信用できる 4.0 30.7 34.7 50.6 14.4 65.0

■表３－８　親と比較した自己意識×性　　
（「自分の方が」すぐれている）

（％）

男子 女子

好きなことに打ち込む力 49.1 46.4
友だちとのつきあいを 46.4 41.0
大切にすること
誰とでも上手につきあうこと 32.6 27.7
何事にもがんばる力 24.5 23.4
環境や地球へのやさしさ 27.1 19.8
責任感（責任を果たす気持ち） 19.7 17.1
親を大切にする気持ち 21.3 14.0
正義感（不正を憎む気持ち） 19.0 15.0
愛国心（国のことを思う気持ち） 8.7 4.3
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っている社会像が描ける。しばしば言われること
であるが、青少年の道徳意識や社会性の低さは、
おとな社会の反映であり、ある意味で映し鏡でも
あるということである。そして、その事実を悲し
いかな受け入れざるを得ないような、事件や社会
問題が頻発しているのも現実である。
それでは社会とのかかわり方についてはどうで

あろうか。表３－10の自分と社会とのかかわり方
の全体集計をみると、「自分なりの生き方を大事
にしたい」96.2％（とても＋わりとそう思う）、
「どちらかというと社会のことより自分のことの
方が大切だ」86.5％の２項目が断然大きな割合で
肯定されていることがわかる。そしてこの傾向は、
これまでの考察でふれてきた「自己中心」主義的
な価値態度にほぼ重なっていることが、改めて確
認される。そしておそらく、その対極に位置づく
と思われる「自分たちの力で社会を変えていける
と思う」という価値態度は37.7％と当然ながら低
い割合であった。60年代、70年代前半に台頭した
スチューデントパワーやモーレツ社員の若者意識

には、日本の社会制度や経済構造を自らの力で変
革し支えていくといった気概や行動意識が旺盛に
感じられた。そうしたダイレクトな社会とのかか
わり方は、どちらかといえば忌避されている。し
かし、「将来の目標がわからない」（52.6％）とし
ながらも、「日本の将来についていろいろ考える」
(51.2％)者も半数の割合でいる。どのようなタイ
プの生徒像なのであろうか。
表３－11、表３－12で、性別・学年別、卒業

後の進路による違いをみた。「日本の将来につい
ていろいろ考える」のは女子よりも男子の方が多
い割合である（男子53.7％＞女子49.7％）。そして
学年が上級になるほど、難関大学を目指す高い目
標を持っている者ほど、その傾向が高いことも明
らかである。「自分たちの力で社会を変えていけ
ると思う」のも、学年差を除けばほぼ同様の傾向
である(男子42 . 9％＞女子33 . 6％、難関大学
43.8％＞一般大学36.6％)。つまり自分なりの生き
方を大事にし、まずは社会のことよりも自分の方
が大切であるという、「自分本位」の考えは当然
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■表３－10 自分と社会とのかかわり方
（％）

とても わりと 小計 あまりそう ぜんぜんそう 小計
そう思う そう思う 思わない 思わない

自分なりの生き方を大事にしたい 58.5 37.7 96.2 3.2 0.3 3.5
どちらかというと社会のことより自分のことの方が大切だ 31.7 54.8 86.5 12.2 1.0 13.2
日本の将来についていろいろ考える 21.8 29.4 51.2 39.2 9.0 48.2
将来の目標がわからない 21.5 31.1 52.6 28.6 18.3 46.9
おとなはもっと、人生を楽しんでほしい 19.9 42.2 62.1 31.6 5.6 37.2
自分たちの力で社会を変えていけると思う 12.3 25.4 37.7 49.4 12.5 61.9

■表３－11 自分と社会とのかかわり方×性・学年
（％）

男子 女子 １年 ２年 ３年
自分なりの生き方を大事にしたい 96.1 96.9 96.6 96.3 96.7
どちらかというと社会のことより自分のことの方が大切だ 86.5 87.1 86.2 85.2 ＜ 90.7
日本の将来についていろいろ考える 53.7 ＞ 49.7 48.8 ＜ 53.7 ＜ 55.1
将来の目標がわからない 52.7 53.1 52.5 58.2 ＞ 46.2
おとなはもっと、人生を楽しんでほしい 63.2 62.0 65.0 ＞ 58.8 62.0
自分たちの力で社会を変えていけると思う 42.9 ＞ 33.6 41.6 ＞ 35.2 ＞ 32.6

「とても」＋「わりと」そう思う割合

■表３－12 自分と社会とのかかわり方×卒業後の進路
（％）

難関大学 一般大学 専修・専門学校 就職 未定・その他
自分なりの生き方を大事にしたい 96.3 96.1 97.9 98.3 97.1
どちらかというと社会のことより自分のことの方が大切だ 84.9 87.6 86.6 88.3 87.7
日本の将来についていろいろ考える 59.6 ＞ 47.6 51.4 56.7 45.7
将来の目標がわからない 44.9 57.0 46.6 53.3 71.7
おとなはもっと、人生を楽しんでほしい 60.6 63.3 66.2 65.0 59.1
自分たちの力で社会を変えていけると思う 43.8 ＞ 36.6 35.2 31.6 33.3

「とても」＋「わりと」そう思う割合
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としながらも、だからといってまったく社会や国
家の大きな問題に対して身を引いてしまうわけで
もないのである。特に強調しておきたいことは、
こうした傾向が学校生活のありようにもかかわっ
ているのではとみられる点である。表３－13は学
校生活における授業、友だち関係、全体として、
といったそれぞれの側面からの満足度との相関を
表している。授業への満足度が高くなるほど、
｢日本の将来について考える｣「自分たちの力で社
会を変えていける」という意識が高まっている。
友だち関係への満足度との相関にも、同様の傾向
が読み取れる。このことは学校教育の中において
も、社会性の意識を高め、身につけられる可能性
と重要性を十分に示唆してくれる。
ややもすれば｢自分本位｣は利己主義の一辺倒に

とられかねない。しかし、社会や国家といった大
きな相手にダイレクトなかかわり方はとらない
が、自分なりに考えていこうという姿勢は持って
いるようである。若者意識の中に、少なからぬ割
合でそれなりの社会意識が潜在しているのではな

かろうか。おそらくはそのあたりが、これまでの
伝統的な「まじめさ」の固形からは判別のしがた
い、新しい価値意識の枠組みを示しているのかも
しれない。

４．相対的な｢まじめ｣意識

日本の高度経済成長期やバブル期までの若者意
識について述べておけば、刹那的な今をエンジョ
イするか、社会や国家の大状況にコミットした構
えをとるかの両極で大きく振れていた。双方に共
通していたのは、ひたむきに１つのことに集中し
たり、真摯にこだわりをみせる自明の「まじめさ」
が誰にも理解可能であったことである。そうした
点では、ここにみてきた価値志向は必ずしも自明
の「まじめさ」の範疇には入りえない。自分の興
味や嗜好を大切にし、親密度の濃い人間関係の先
に「幸せ家族」を期待する、ことのほか「自己」
にこだわりをみせているからである。バブル崩壊
以後の今日に至る日本社会の混迷ぶりに、一義的

■表３－13 自分と社会とのかかわり方×学校生活の満足度
（％）

授　　　業 友だち関係 全体として

とても満足 かなり満足 やや満足 とても満足 かなり満足 やや満足 とても満足 かなり満足 やや満足
している している している している している している している している している

自分なりの生き方を大事に 98.9 97.4 96.5 98.2 97.1 96.6 98.9 97.5 97.8
したい

どちらかというと社会のこと 86.0 88.1 86.7 84.5 89.4 86.8 89.3 86.7 86.5
より自分のことの方が大切だ

日本の将来について 90.9 ＞ 56.5 ＞ 47.2 54.9 56.2 50.7 56.2 ＞ 49.8 51.9
いろいろ考える

将来の目標がわからない 47.8 48.5 53.3 45.7 45.5 ＜ 54.8 45.5 ＜ 50.7 52.6

おとなはもっと、人生を 65.9 ＞ 60.9 61.3 65.7 64.8 60.6 68.9 ＞ 61.6 61.8
楽しんでほしい

自分たちの力で社会を 65.2 ＞ 36.8 36.7 45.3 ＞ 39.1 ＞ 31.8 54.0 ＞ 40.3 ＞ 35.3
変えていけると思う

「とても」＋「わりと」そう思う割合
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な「まじめさ」、絶対的な「まじめ」意識のなん
とはなしのうさんくささを、敏感に感じ取ってい
るのかもしれない。
しかし、｢自己中心｣にこだわりながらも、社会

とのかかわりを意識させる要素もうかがえる。表
３－14は日本社会に対する評価の差異を、「日本
の将来についていろいろ考える」と答えた者と
「どちらかというと社会のことより自分のことの
方が大切だ」と答えた者の間で比較したものであ
る。言い換えれば、｢社会」志向と「自分」志向
の差異とみることもできよう。両者で社会認識が
ほぼ共通していたのは、「物質的な豊かさ」「おと
なと若者の断絶」「メディアへの信用の低さ」な
どであった。これは若者一般に共有されている認
識と理解してよいであろう。差異に注目すると、
「社会」志向は｢自分のことしか考えない人が多
い｣と「まじめに努力をすれば報われる」が優位

であり、他方｢自分」志向は｢お金持ちや地位の高
い人が得をする｣という認識が｢社会」志向よりま
さっていた。「自分」志向には自己の利害感情に
率直な姿勢が現れ、「社会」志向には正義心や忍
耐や努力などの価値を積極的に評価しようとす
る。
このようにとらえてくると、これまでの社会規

範やモラル、行動の準則からは推し量れない、新
たな要素が若者の意識と行動の基底に生み出され
ているのかもしれない。例えば、茶髪、鼻ピアス、
ズリパンの若者が公共の乗り物の中で、お年寄り
に席を譲ることがごく自然に行われたとしても、
そうした若者が決して「奇特で稀有の若者」と括
られることはないのであろう。つまり、彼は自分
の興味関心につとめて「まじめ」に対応している
にすぎない、ごく日常の振る舞いの範疇にあるの
だから。

■表３－14 日本社会の評価×自分と社会とのかかわり方
（％）

社会より自分の 日本の将来に
ことが大切 ついて考える

物質的に豊かな社会だ 86.3 86.1

お金持ちや地位の高い人が得をする社会だ 86.7 79.1

自分のことしか考えない人が多い 84.9 87.2

おとなは若者の考えや気持ちをあまり理解していない 83.7 83.8

まじめに努力をすれば報われる社会だ 38.2 44.3

新聞やテレビからの報道は信用できる 35.8 34.5

「とても」＋「まあ」そう思う割合
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１．「まじめ」の感じられ方

１）「まじめ」という言葉で思うこと
「まじめ」という言葉には様々な意味が付加さ

れている。本章では、この「まじめ」という言葉
にこだわった分析を行いたい。高校生自身による
「まじめ」の受けとめ方から、現在の「まじめ」
の姿を明らかにすることができないだろうか。筆
者は「まじめである」ことの判断を、高校生のイ
メージに基づいた上で行うことにする。
高校生の「まじめ」イメージを通じて、彼らが

日頃どのような意識を持ち、行動しているのかを
みていくことにしたい。「まじめ」イメージ（ま
じめ観）の差異によって、他の意識はどのように
異なるのだろうか。高校生の意識分化を中心に分
析をする。最後に、これらの分析を通じて、高校
生の「まじめ」イメージが、社会的にどのような
意味を持っているのかを考えてみたい。
表４－１は「まじめ」という言葉のイメージに

ついて、あてはまるものを「はい」と「いいえ」

の回答で尋ねたものである。
「まじめ」という言葉は、「努力、一生懸命に

する」（「はい」86.4％）、「素朴さ、正直さ、誠実
さを感じる」（「はい」67.1％）ものと受けとめら
れている反面、「好きな言葉」（「いいえ」90.3%）、
「今の若者にはあまりうけない」（「はい」65.7％）
とも考えられている。一方、「正義感に満ちてい
る」「人間にとって大切なことである」の回答が
「はい」「いいえ」とも半々の割合で、偏りが少な
くなっている。

２）「まじめ」のイメージ
「まじめ」のイメージは、このようにいくつも

ある。しかし、「まじめ」を捉える「筋」のよう
なものは潜在的にあるのかもしれない。その「筋」
を分析する有効な方法として、数量化Ⅲ類という
ものがある。この手法で、高校生が「まじめ」と
いう言葉をどのように把握しているのか、その把
握している軸をいくつか析出することができる。
表４－１の項目を使用して、数量化Ⅲ類を行って
みたところ、第Ⅰ軸が析出された（固有値は

第４章�

「まじめ」イメージと�
日常の行動・意識�

■表４－１ 「まじめ」という言葉に関するイメージ
（％）

はい いいえ

努力、一生懸命にする 86.4 13.4

素朴さ、正直さ、誠実さを感じる 67.1 32.5

今の若者にはあまりうけない 65.7 33.7

融通がきかなくて、堅苦しい 58.5 41.1

日本人から失われつつある 54.3 44.9

正義感に満ちている 53.0 46.4

人間にとって大切なことである 46.3 52.8

どこかうそっぽいイメージがある 40.4 58.8

好きな言葉 9.1 90.3
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0.195で、相関係数0.441）。各項目について、第Ⅰ
軸のカテゴリー・スコアの低い順に並べ替えたも
のが表４－２である。
第Ⅰ軸について、マイナスの値が高い項目は、

「好きな言葉（はい）」「人間にとって大切なこと
である（はい）」「融通がきかなくて、堅苦しい
（いいえ）」となっている。一方、プラスの値が高
い項目は、「努力、一生懸命にする（いいえ）」
「素朴さ、正直さ、誠実さを感じる（いいえ）」
「人間にとって大切なことである（いいえ）」とな
っている。
この第Ⅰ軸にあらわれた「まじめ」を捉える

「筋」について解釈すると、＜肯定的－否定的＞

とすることができる。「まじめ」を受けとめる際
に強くあらわれる「筋」とは、「肯定的」に評価
しているか、「否定的」に評価しているかである。

２．「まじめ」イメージとその特性

１）属性別にみた「まじめ」の感じ方
高校生が「まじめ」という言葉を、＜肯定的－

否定的＞に受けとめている。それでは、どのタイ
プの高校生が「まじめ」を「肯定的」（または
「否定的」）に評価するのかみていくことにしよう。
数量化Ⅲ類では、各質問にカテゴリー・スコア

が与えられているだけではなく、回答者一人ひと
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■表４－２　数量化Ⅲ類　第Ⅰ軸「まじめ」
イメージカテゴリー・スコア

質問項目 Ⅰ軸

好きな言葉・はい －2.979

人間にとって大切なことである・はい －1.334

融通がきかなくて、堅苦しい・いいえ －1.175

素朴さ、正直さ、誠実さを感じる・はい －1.033

正義感に満ちている・はい －0.904

どこかうそっぽいイメージがある・いいえ －0.737

今の若者にはあまりうけない・いいえ －0.686

努力、一生懸命にする・はい －0.433

日本人から失われつつある・はい －0.384

好きな言葉・いいえ 0.309

今の若者にはあまりうけない・はい 0.357

日本人から失われつつある・いいえ 0.449

融通がきかなくて、堅苦しい・はい 0.825

正義感に満ちている・いいえ 1.040

どこかうそっぽいイメージがある・はい 1.063

人間にとって大切なことである・いいえ 1.166

素朴さ、正直さ、誠実さを感じる・いいえ 2.131

努力、一生懸命にする・いいえ 2.792

（－）

肯

定

的

↑

↓　

否

定

的

（＋）

■表４－３　属性別サンプル・スコア平均値　

スコア×100 Ⅰ軸
高校 Ａ校 －1.2

Ｂ校 2.1
Ｃ校 －3.0
Ｄ校 －7.2

学年 １年 －1.4
２年 1.4
３年 1.4

性別 男子 －4.8
女子 4.1

学年性別 １年男子 －8.1
１年女子 5.0
２年男子 －5.1
２年女子 6.3
３年男子 4.7
３年女子 －1.0

部活動 運動部・熱心 －4.0
運動部・非熱心 9.7
文化部・熱心 －0.9
文化部・非熱心 1.7
以前参加・今やめる 2.2
未加入 5.1

クラスの 上の方 4.1
成績 中の上くらい －3.8

中くらい －3.3
中の下くらい 4.3
下の方 2.2

卒業後の 入るのが難しい４年制大学 －7.6
希望進路 普通程度の４年制大学・短大 1.0

専修・専門学校 8.1
就職 5.3
フリーター・まだ決めていない・その他 5.4

高校の 満足（とても＋かなり＋やや） －1.7
雰囲気 不満（かなり＋とても） 7.2
授業 満足（とても＋かなり＋やや） －4.1

不満（かなり＋とても） 10.4
友だち関係 満足（とても＋かなり＋やや） －0.2

不満（かなり＋とても） 3.5
部活動 満足（とても＋かなり＋やや） －1.7

不満（かなり＋とても） 4.7
全体として 満足（とても＋かなり＋やや） －1.6

不満（かなり＋とても） 9.1
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りにサンプル・スコアとして、第Ⅰ軸の得点が付
加されている。表４－３が、いくつかのタイプ別
にみた「まじめ」イメージのサンプル・スコアの
平均値である。この表の数字について触れておこ
う。マイナスの値が高ければ高いほど、「肯定的」
評価が高いことを示す。同様に、プラスの値が高
ければ高いほど、「否定的」評価が高いことを示
している。
「肯定的」な評価を示した高校生は、D校・C
校・A校、１年生、１年男子・２年男子・３年女子、
部活動（運動部・文化部）に熱心、クラスの成績
が中の上・中くらい、希望進路が難関４年制大学
志望、高校生活に満足度の高い生徒たちである。
「否定的」な評価を示した高校生は、Ｂ校、２

年生・３年生、１年女子・２年女子・３年男子、
部活動（運動部・文化部）に熱心でないかつ、現
在加入していない生徒、クラスの成績が上の方・
中の下くらい・下の方、希望進路が専修・専門学
校・就職・フリーターや未だに決まっていない、
高校生活に不満の高い生徒たちである。
このように、高校生の属性によって「まじめ」

イメージが異なる。

２）＜肯定的－否定的＞な高校生
「まじめ」イメージで、回答者に与えられたサ

ンプル・スコアについて、最小値（マイナス）～
０までの人を「肯定的」とし、０～最大値（プラ
ス）までの人を「否定的」とした。「まじめ」イ
メージとして、２つのタイプに区分けした。それ
が図４－１である。同様に図内には各タイプの人
数を挿入した。全体的に「否定的」（53.6％）が
「肯定的」（46.4％）よりも、やや多くなっている。

３）「まじめ」への反応
人から「まじめ」と言われることで、どのよう

に思うのであろうか。タイプ別に「うれしい」と
思うかどうかをみたものが図４－２である。「肯
定的」な生徒は、「まじめ」と言われると「うれ
しい」と感じ、その一方、「否定的」な生徒は
「まじめ」と言われても「うれしい」とは思わな
い。「まじめ」に対する価値観がはっきりと分か
れている。
同じく自分自身について、小学校時代～中学校

時代～高校時代（現在）まで、「まじめ」だった
かどうか、その自覚の程度をみたものが図４－３
である。全体的には、現在に近づくにつれて「ま
じめ」を自覚する割合は低下する。「肯定的」な
生徒の方が「否定的」な生徒よりも、「まじめ」
を自覚している。
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■図４－２　「あなたはまじめだね」と言われるとうれしい×「まじめ」イメージのタイプ�
（％）�

担任の先生から 肯定的�

 否定的�

親から 肯定的�

 否定的�

クラスメイトから 肯定的�

 否定的�

�

�0 10 20 30 40 50 60

　　　　14.8   　　　　33.6�

　6.8   　23.4�

　　8.7   　　　28.3�

　4.6  　 17.4�

　 8.6   　20.2�

3.3  12.9

とてもうれしい� わりとうれしい�

■図４－３　自分は「まじめ」だったか×「まじめ」イメージのタイプ�
（％）�

0 10 20 30 40 50 60

　　　　　　52.2�

46.2

　　　　　　　　46.1�

37.7

     　　　　　18.5�

10.8

小学校時代�
 �

中学校時代 �
 �

現在（高校時代）�
 �
�

「まじめ（だった）」割合�

肯定的�

否定的�

■図４－１　「まじめ」イメージの２タイプ�

（％）�

否定的�
53.6�
�

肯定的�
46.4

（724人）�（628人）�
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次に「まじめ」に関する意見について、２つの
タイプで、どう受けとめられているのかみたもの
が表４－４である。先生に対してまじめぶる生徒
が多い、まじめそうに見せておとなをだますこと
が簡単と感じるのは「否定的」な生徒に多い。
「肯定的」な生徒は、まじめさは外見や行動でわ
かることが多い。そして、人の目が気になりふま
じめに振る舞ってしまうこともある。
このように「まじめ」イメージによって、別の

「まじめ」項目についても評価が大きく異なって
いることがわかる。

３．「まじめ」イメージと学校生活

１）校長先生の話
「まじめ」イメージから、学校生活をみていこ

う。図４－４は、始業式での校長先生の話の聞き
方を比較したものである。「肯定的」な生徒は
「熱心に話を聞く」が、「否定的」な生徒は「友だ
ちとおしゃべりをしたり、別のことをしたりする
ことが多い」。「否定的」な生徒は、話を聞いてい
ない。
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■図４－４　始業式での校長先生の話の聞き方×「まじめ」イメージのタイプ�
�

（％）�

9.1    72.8    　　　13.8　　4.3�

   　　 65.7    21.4  　9.3�

�

肯定的�

否定的�

3.7

熱心に話を聞く�

耳は傾けるが、他のことを考えていることが多い�

友だちとおしゃべりをしたり、別のことをしたりすることが多い�

その他�

■表４－４ 「まじめ」についてのいろいろな意見で思うこと×「まじめ」イメージのタイプ

（％） （point）

肯定的 否定的 差の開き

先生からまじめと思われている生徒の中には、 51.8 64.6 12.8
まじめぶっている人が多い

一見まじめそうに見せて、おとなをだますのは 48.8 58.2 9.4
簡単だ

高校生のまじめさは学校での外見や行動でわかる 37.0 28.3 8.7

まじめにしたくても、友だちの目を気にして、 51.1 44.9 6.2
ふまじめに振る舞うことがある

まじめだからといって、人がいいとは限らない 91.8 95.1 3.3

学校でまじめそうな人でも、学校外では結構 74.5 76.4 1.9
遊んでいる人がいる

目立つ格好をしていても、まじめに生き方を 93.6 94.1 0.5
考えている人は結構いる

「そう思う」割合

10point以上

５point以上
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■表４－６　授業中すること×「まじめ」イメージのタイプ

（％） （point）

肯定的 否定的 差の開き

携帯電話・PHSで話したり、メール交換をしたりする 36.7 43.5 6.8

先生に質問する 35.0 29.9 5.1

いねむりをする 69.9 74.8 4.9

マンガや雑誌、小説を読んだりする 16.9 21.7 4.8

友だちとおしゃべりをする 67.6 71.9 4.3

わからないことを後から先生に聞きにいく 38.3 34.1 4.2

宿題や別の教科や受験の勉強をする 52.5 54.9 2.4

教室を立ち歩く 3.6 5.3 1.7

友だちに渡すメモや手紙を書く 20.7 22.1 1.4

テープ、ＣＤ、ＭＤなどで音楽を聴く 4.8 6.2 1.4

授業中、ノートをきちんと取る 92.0 93.3 1.3

「よく」＋「ときどき」ある割合

２）授業態度について
授業態度についてみよう。表４－５が勉強する

こと・熱心に取り組む授業に関する項目をみたも
のである。
まず勉強に対する構えについてみると、「今、

学校で勉強していることは将来、役に立つと思う
（Q８の質問項目）」と回答するのは「肯定的」な
生徒に圧倒的に多い。「否定的」な生徒の回答割
合と比較しても、16.9ポイントの差が開いている。
「肯定的」な生徒が勉強することの意味を重視し
ている。

授業については、「肯定的」な生徒が、どの授
業でも「熱心に取り組む」と回答する。「自分の
興味のある教科の授業」では差異は小さいものの、
「やさしい先生の授業」などでは、差がみられる。
授業中の行動についてみたものが表４－６であ

る。「まじめ」イメージの差の開きは大きくない。
全体的には、授業中、授業とは関係ないことをし
ているのは「否定的」な生徒である。「先生に質
問する」「わからないことを後から先生に聞きに
いく」ことをするのは「肯定的」な生徒の方がや
や多い。

― 33 ―

10point以上

５point以上

５point以上

■表４－５　勉強すること・熱心に取り組む授業×「まじめ」イメージのタイプ

（％） （point）

肯定的 否定的 差の開き

今、学校で勉強していることは将来、役に立つと思う１） 54.0 37.1 16.9

やさしい先生の授業２） 73.4 63.6 9.8

体育や音楽など実技授業２） 86.0 77.4 8.6

熱心な先生の授業２） 86.3 78.4 7.9

こわい先生の授業２） 85.5 78.5 7.0

受験にかかわる教科の授業２） 86.2 80.5 5.7

クラス担任の授業２） 76.1 70.6 5.5

自分の興味のある教科の授業２） 98.3 96.8 1.5

１）「そう思う」（大いに＋かなり）割合　２）熱心に取り組む（「はい」）割合
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４．「まじめ」イメージと日常の意識

１）自分のとる行動
「次のような場面であなただったらとる行動」

について尋ねた結果をみたものが表４－７であ
る。二者択一の回答形式だったので、全体集計で、
回答割合の多かった選択肢を表に使用した。「否
定的」な生徒は、「電車やバスに乗ったとき・ゆ
ったりと間隔をあけて座る」回答が「肯定的」な
生徒に比べて、13.6ポイント高い。「否定的」な
生徒は、「肯定的」な生徒に比べて、自己中心的
な行動をとっているとの印象を受ける。

２）「大事」に思うこと
日常生活の中で「大事」に思われていることと

は何であろうか。表４－８は「まじめ」イメージ
別に、大事に思われている項目を、＜肯定的－否
定的＞回答の差の開き（ポイント）が大きい順に
並び替えて示したものである。
「否定的」な生徒よりも「肯定的」な生徒に、

「校則を守ること」（差の開き19.1ポイント）、「親
の信頼を裏切らないこと」（同15.2ポイント）、
「社会のためにつくすこと」（同14.6ポイント）、
「勉強をすること」（同13.5ポイント）が、「大事」
であると思われている。学校生活・部活動につい
ては、「肯定的」な生徒が「大事」と思う傾向が

― 34 ―

■表４－８　大事に思っていること×「まじめ」イメージのタイプ
（％） （point）

肯定的 否定的 差の開き

校則を守ること 58.6 39.5 19.1

親の信頼を裏切らないこと（親の言うことをよく聞くこと） 56.4 41.2 15.2

社会のためにつくすこと 46.2 31.6 14.6

勉強をすること 82.3 68.8 13.5

部活動を一生懸命すること 80.6 70.7 9.9

学校に遅刻しないこと 82.3 72.4 9.9

髪型やファッションに気をつかうこと 62.6 71.8 9.2

まじめに授業を聞くこと 84.6 76.1 8.5

ボランティア活動、奉仕活動に参加すること 54.6 46.3 8.3

掃除当番をきちんとすること 63.1 55.1 8.0

学校に毎日行くこと 88.5 80.7 7.8

読書をすること 63.5 56.6 6.9

他人に迷惑をかけないようにすること 92.9 87.3 5.6

アルバイトを一生懸命すること 30.0 35.1 5.1

流行に遅れないようにすること 37.6 40.4 2.8

塾、予備校に通うこと 12.1 9.6 2.5

異性とつきあうこと 61.9 62.9 1.0

友だち関係を大事にすること 96.1 95.4 0.7

「とても」＋「まあ」大事の割合

10point以上

■表４－７　ある場面でとる行動×「まじめ」イメージのタイプ
（％） （point）

とる行動 肯定的 否定的 差の開き

電車やバスに乗ったとき・ゆったりと間隔をあけて座る 45.7 59.3 13.6

ちょっと疲れているのに座る場所がないとき・ 82.2 75.0 7.2
できるだけ立っている

町内の行事（祭りなど）で、手伝いを頼まれたら・ 69.6 63.2 6.4
できる限り手伝う

恵まれない人の話を聞くと・自分は幸せだと思う 49.4 55.8 6.4

車内で騒いでいる子どもを見たら・注意しない 91.7 93.8 2.1

宿題を忘れていたことに気がついたとき・友だち 68.4 69.8 1.4
の答えを写すなどして、提出する

５point以上

５point以上

10point以上
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■表４－９　自分自身にとって大切なこと×「まじめ」イメージのタイプ

（％） （point）

肯定的 否定的 差の開き

正義感を持つ 87.0 73.0 14.0

将来、社会に役立つような人間になる 76.8 63.1 13.7

信仰心を持つ 51.3 38.4 12.9

社会の問題に興味を持つ 78.3 66.8 11.5

道徳心を持つ 88.1 79.4 8.7

自分をごまかさない（自分に誠実に生きる） 94.6 90.4 4.2

自分の将来について考える 96.4 93.6 2.8

自分で決めたことに対して努力する 99.3 97.1 2.2

自分の夢に向かって突き進む 95.4 93.8 1.6

自分が興味関心あるものをしっかり持っている 97.5 96.3 1.2

自分の好きなことをする 99.4 98.7 0.7

「とても」＋「やや」大切の割合
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ある。「まじめ」イメージと差異の少ない項目と
しては、「友だち関係を大事にすること」「異性と
つきあうこと」「塾、予備校に通うこと」「流行に
遅れないようにすること」である。このような項
目の「大事さ」は、「まじめ」イメージとあまり
関係がない。

３）「大切」に思うこと
日常生活の中で「大切」に思われていることと

は何であろうか。表４－９は「まじめ」イメージ
別に、自分自身にとって大切に思われている項目
を＜肯定的－否定的＞回答の差の開き（ポイント）
が大きい順に並び替えて示したものである。
「否定的」な生徒よりも「肯定的」な生徒に、

「正義感を持つ」（差の開き14.0ポイント）、「将来、
社会に役立つような人間になる」（同13.7ポイン
ト）、「信仰心を持つ」（同12.9ポイント）、「社会
の問題に興味を持つ」（同11.5ポイント）、「道徳
心を持つ」（同8.7ポイント）が、「大切」である
と思われている。社会に関する意識項目について、
「肯定的」な生徒ほど「大切」と思う傾向がある。
「まじめ」イメージと差異の少ない項目としては、

「自分の好きなことをする」「自分が興味関心ある
ものをしっかり持っている」「自分の夢に向かっ
て突き進む」「自分で決めたことに対して努力す
る」「自分の将来について考える」である。これ
らは「自分」に関する項目である。このような自
己意識とかかわる項目の「大切さ」は、「まじめ」
イメージとあまり関係がない。

５．「まじめ」イメージと人生観

１）人生観
これまで「まじめ」イメージのタイプ別に、日

常の意識や行動の差異について分析してみた。
「肯定的」な生徒は、「否定的」な生徒に比べ、勉
強に意味を見いだし、授業や部活動に対し熱心で、
周囲のことをよく考えていることが明らかとなっ
た。一方、友だちを大事にすること、自分のこと
を大切にすることは、「まじめ」イメージとかか
わりがないことも明らかになっている。
本節では、人生について考えていることをみて

いく。「まじめ」イメージによって、人生観がど
のように異なっているのであろうか。

10point以上

５point以上

●モノグラフ・高校生vol.65



図４－５がその結果である。将来に対処する項
目で、「肯定的」な生徒と「否定的」な生徒との
差の開きが大きい。「今がつらくても将来のため
ならがまんするべきだ」（差の開き16.6ポイント）、
「自分の夢の実現のためにがんばるのが人生だ」
（同13.5ポイント）、「就職難の世の中、まじめに
勉強しておかないと大変だ」（同11.7ポイント）
となっている。「肯定的」な生徒は、「将来」を重
視しながら「今」の生き方を考えている。「否定
的」な生徒は、「今」の生き方を考えているもの
の、それが「将来」を重視してのこととはいえな
い。「まじめ」を「肯定的」に受けとめている生
徒は、「将来」を見据えた人生を考えている。

２）「まじめ」に「将来の人生」を考える
ことの是非

「まじめ」を「肯定的」に受けとめている生徒
は、「否定的」に受けとめている生徒に比べて、
現在の規範に同調的であることがわかる。彼らに
は、授業や部活動は熱心に取り組み、社会や集団
に目を配った意識がみられる。そして、自分の人
生について、将来に備えながら、「今」という時
間を過ごしている。
しかし、「まじめ」について「肯定的」になる

ことが、「否定的」になるよりも、社会的にみて、
望ましいことといえるのであろうか。もちろん、
筆者も、自分のことばかりを考えたり、現在を享
楽的に過ごしたりすることが望ましいと主張する
気はない。同じく、規範に同調することをやめろ
と言いたいのでもない。ただ、現在のような社会
状況で、おとなたちが要求する規範に同調してい

くことに問題を感じている。「肯定的」な生徒の
「まじめに勉強しないと大変」「夢の実現のために
がんばる人生」「将来のためにがまん」という生
き方が、果たしてどれだけ報われる社会なのだろ
うか。彼らは本当に、まじめに勉強すれば就職難
から開放されるのだろうか？　個人ががんばった
だけで夢は実現するのだろうか（社会的な影響の
方が強くはないだろうか）？　どの期間「がまん」
すればつらくない生活が手に入るのであろうか？
経済的・政治的な状況をいろいろ考えてみて

も、日本の将来は明るいと断言できないのが現在
である。「肯定的」な生徒に将来を約束させるこ
とができるほど、今は先の見える世の中ではない。
不透明感の漂う社会である。仮に、この状況が続
いたとしたら、将来の約束を信じようとする「肯
定的」な生徒たちは、「否定的」な生徒よりも落
胆してしまうのではないだろうか。
このように考えると、筆者は「肯定的」な生徒

の価値観を受容できなくなる。しかし、彼らには
責任はない。むしろ明るい将来を用意するには、
今のおとなの方こそが責任を果たさなければなら
ない。それがおとなたちが、「まじめ」を「肯定
的」に受けとめる高校生に応える義務である。
最後になるが、「まじめ」を「肯定的」に、「否

定的」に感じとるのは生徒の自由である。「まじ
め」の評価は、高校生自身に委ねており、この価
値それ自体については本稿では論じていない。今
回、「まじめ」の受けとめ方によって、日常生活
や意識がいろいろと異なっているのは本章を通じ
て明らかにできた。「まじめ」を論じるよい材料
になれば幸いである。

― 36 ―

■図４－５　人生観×「まじめ」イメージのタイプ�
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１．はじめに

学校で一生懸命に勉強し、校則にそった服装や
髪型をしている〈まじめ〉な高校生がいたとする。
彼／彼女は、学校以外の場所でも〈まじめ〉なの
だろうか。家で親のいうことをよく聞き、街で他
人のことを思いやり、社会的な問題に関心を持つ
ような〈まじめ〉な高校生でもあるのだろうか。

本章では〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同居とい
う視点から、現在の高校生の「まじめ」について
考えてみたい。いわゆるバブル崩壊後、〈まじめ〉
の「復活」が指摘される一方で、「いい子」がキ
レるとか、「普通の子」が危ないという指摘を目
にすることも多い。私たちおとなは、ある場面で
〈まじめ〉な子が、他の場面では〈ふまじめ〉で
あることに狼狽する。極端な例ではあるが、援助
交際をする優等生やサリンを撒くまじめな若者な
どがそれにあたる。茶髪の震災ボランティアのよ
うに逆の場合もある。私たちおとなが感じる若者
の行動の「ちぐはぐさ」や「一貫性のなさ」は、
どのように考えることができるのだろうか。
なお本節で、「まじめ」という言葉を〈 〉で括

っている場合、それは高校生本人が「まじめ」と
答えたり、考えたりしているのではなく、一般に
私たちおとなからみた場合、〈まじめ〉とみなさ
れるということを意味している（「ふまじめ」や
「まじめさ」についても同様）。
「まじめ」という言葉を辞書で引くと、「真剣

な態度・顔つき。本気。」や「まごころがこもっ
ていること。誠実なこと。」となっている。しか
し、まじめ論の代表的論者である千石保の議論な
どをみると、「真剣な態度」や「誠実なこと」の
裏に、ある種の価値観が存在してはじめて、〈ま
じめ〉と呼ばれている。ある種の価値とは、勤勉
さであったり、伝統的な規範を守る意識であった
りする。本来であれば、このような点に関して十

分に整理して議論する必要がある。しかし、本章
では質問項目などの関係から、「従来の〈まじめ〉
的な価値観」といった場合、道徳や社会のルール
にしたがったり、社会に貢献したりする価値観と
大まかに定義しておくことにする。
したがって、「おとなからみて」という意味は、

従来の〈まじめ〉的な価値観からみてということ
である。無論、私たちおとなといったとき、「お
とな」というような一枚岩の存在を考えることが
難しいことも承知している。しかし、私たちおと
なの〈まじめ〉と高校生の「まじめ」が同一では
ないという可能性を排除せず、現在の「まじめ」
の検討を行う１つの試みと考えていただきたい。

２．まじめは外見でわかるのか？

まず、〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同居という
ことを高校生自身の評価から考えてみたい。高校
生がまじめと外見との関係をどのようにとらえて
いるのか、そして学校での態度からその他の場面
でのまじめさがわかると思っているのかについて
みてみることにしよう。

１）まじめと外見
本調査では、図５－１のようなまじめと外見と

の関係などに関する７つの質問をしている。「そ
う思う」という肯定の率が高い項目は、「目立つ
格好をしていても、まじめに生き方を考えている
人は結構いる」93.4％、「まじめだからといって、
人がいいとは限らない」92.9％で、９割を超えて
いる。また、「学校でまじめそうな人でも、学校
外では結構遊んでいる人がいる」も74.7％と、４
分の３が「そう思う」としている。逆に、肯定の
率が低い項目は、「高校生のまじめさは学校での
外見や行動でわかる」32.8％、「まじめにしたく
ても、友だちの目を気にして、ふまじめに振る舞
うことがある」47.9％で、５割を下回っている。
これらの回答から、大きく２つの傾向を指摘で

第５章�

高校生の「まじめ」と「自分らしさ」�
─「まじめな私」と「ふまじめな私」─�
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きるだろう。第１に、多くの高校生は外見からま
じめさを判断できるとは思っていない、というこ
と。第２に、学校でのまじめさは、学校外でのま
じめさを必ずしも保証するものではないと思って
いる、ということである。これは、すべての生活
領域を貫くような「まじめ－ふまじめ」という軸
があるとは高校生が思っていないということを示
している。言い換えると、私たちおとなが〈まじ
め－ふまじめ〉という軸から、高校生の「まじめ」

をみることの問題性を示唆しているといえるだろ
う。
また表５－１は、性別・学年別にこれらの項目

をみたものである。ただしこの表は、回答者の性
別や学年のバランスがとれている青森と東京の２
校に限定している。これをみると、性別・学年別
にそれぞれ差のみられる項目はあるが、一定の傾
向を見いだすことは難しいといえよう。
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■表５－１　まじめと外見×性・学年（Ｂ校とＣ校のみ）
（％）

B・C校 男子 女子 １年 ２年 ３年合計
目立つ格好をしていても、まじめに生き方を 94.0 90.9 96.6 94.7 91.9 96.1
考えている人は結構いる
まじめだからといって、人がいいとは限らない 93.0 90.9 94.8 93.3 92.2 93.9
学校でまじめそうな人でも、学校外では結構 74.1 79.4 69.7 79.6 71.6 70.2
遊んでいる人がいる
先生からまじめと思われている生徒の中には、 56.9 60.8 53.7 62.6 53.0 54.7
まじめぶっている人が多い
一見まじめそうに見せて、おとなをだますのは 53.8 50.4 56.6 53.1 51.4 58.1
簡単だ
まじめにしたくても、友だちの目を気にして、 47.3 47.5 47.2 52.7 47.4 40.3
ふまじめに振る舞うことがある
高校生のまじめさは学校での外見や行動でわかる 34.0 36.9 31.7 39.8 33.2 27.6

「そう思う」の無回答を除いた割合

■図５－１　まじめと外見�

（％）��そう思う� そう思わない�
無回答�

目立つ格好をしていても、�
まじめに生き方を考えている�
人は結構いる�

まじめだからといって、�
人がいいとは限らない�

学校でまじめそうな人でも、�
学校外では結構遊んでいる�
人がいる�

先生からまじめと思われて�
いる生徒の中には、まじめ�
ぶっている人が多い�

一見まじめそうに見せて、�
おとなをだますのは簡単だ�

まじめにしたくても、友だち�
の目を気にして、ふまじめに�
振る舞うことがある�

高校生のまじめさは学校での�
外見や行動でわかる�
�

   93.4    　　6.1　 0.4�

　  　　　　92.9    　　6.6 0.4�

 　　　　74.7    　　　24.4 　　　　1.0�

 　57.3 　    42.0 　　　　 0.7�

　　　　52.8    　　　　46.6  　　　　　0.7�

　　　47.9    　　　51.4  　　　　 0.7�

32.8   　　　 　 66.8 　　　　 　　　　　0.4
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■表５－２ 「自分の身近なこと」と「社会のためにつくすこと」
（人）

親の信頼を裏切らないこと 校則を守ること（親の言うことをよく聞くこと）

大事 どちらとも 大事で 大事 どちらとも 大事で
いえない ない いえない ない

社会のためにつくすこと 大事 361 124 47 359 118 54

どちらともいえない 227 249 84 241 217 106

大事でない 77 87 92 72 67 117

〈大事〉は「とても大事」＋「まあ大事」、〈大事でない〉は「それほど大事でない」＋「ぜんぜん大事でない」
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２）〈まじめ〉のタイプ分け
前項でみた、高校生自身が指摘する「外見とま

じめさ」や「学校でのまじめさと学校外でのまじ
めさ」の不一致という事態は、おとなからみたと
きには〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同居として映
るかもしれない。〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同
居という事態は、どのように生じると考えること
ができるのだろうか。
まずは、第２章で指摘された「自分中心にまじ

めな高校生」という見方にもみられる、同心円的
な〈まじめ〉図式から考えてみることにしよう。
同心円的な〈まじめ〉図式とは、「自分や自分の
身近なことは大事にするが、その他のこと、特に
社会的なことには関心の薄い最近の高校生」とい
う図式である。
確かに同心円的な〈まじめ〉図式は、今回の調

査の全体的な傾向をかなりの程度的確にいいあて
ているように思われる。そして、１人の若者に
〈まじめ〉と〈ふまじめ〉が同居しているように
みえる場合の多くも、このような傾向によるのか
もしれない。つまり、ある高校生が、自分や自分
の身近なことについては〈まじめ〉であるが、そ
れ以外のこと、特に社会的なことに関心を持つと
いうような意味では〈まじめ〉とはいえない、と
いうように。前項でみた「学校でのまじめさと学
校外でのまじめさ」の不一致という事態も、この
図式からある程度解釈可能である。
しかし、〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同居には、

そうした事態とは異なったものもあることが、表
５－２には示唆されている。表５－２は、「高校
生が日常生活で大事にしていること」に関する18
の項目から、異なる生活領域の３つの項目を抜き
出してクロス集計したものである。

第２章の区分とは異なるが、「親の信頼を裏切
らないこと」や「校則を守ること」は、「社会の
ためにつくすこと」に比べれば、高校生にとって
身近なことといえるだろう。したがって、「自分
や自分の身近なことは大事にするが、社会的なこ
とには関心の薄い高校生」という図式からすれば、
「社会のためにつくすこと」を大事だと考えてい
る高校生は、身近なことも大事にしていることが
予想される。しかし、「社会のためにつくすこと」
を大事としつつも、「校則を守ること」や「親の
信頼を裏切らないこと」を「大事でない」や「ど
ちらともいえない」と回答する高校生がみられる。
割合としては全体の１割強であり、必ずしも多い
とはいえないが、無視できるほど少ないわけでも
ない。
そこで、これらの３つの項目に対する回答の組

み合わせによってグループ化を試みた。各質問を
５段階尺度で聞いているため、論理的には５×
５×５で125通りの組み合わせが考えられる。実
際にも117通りという多くの組み合わせがみられ
たため、クラスター分析という手法を用いて類似
した組み合わせをまとめてグループ化を行い1)、
６つのグループを作成した（図５－２）。
まず、各グループの特徴がわるように、名前を

つけておくことにしよう。なお、これらの３つの
項目を大事にすることは、おとなからみれば〈ま
じめ〉とみなされると考え、〈まじめ〉の類型と
呼ぶことにする。またここでは、「親の信頼を裏
切らないこと」「校則を守ること」「社会のために
つくすこと」を、それぞれ「親」「校則」「社会」
と表記する。
第１グループは237名で、「親」「校則」「社会」

のいずれも大事ではないとしているので、「〈ふま

●モノグラフ・高校生vol.65



― 40 ―

じめ〉一貫派」と呼ぶことにする。
第２グループは323名で、「親」「校則」「社会」

のいずれも大事にするわけでもなく、大事にしな
いわけでもないという高校生たちである。したが
って、「ほどほど〈まじめ〉一貫派」と名づける
ことにしよう。
第３グループは333名で最も多く、「親」「校則」

「社会」のいずれも大事とするグループである。
そこで、「〈まじめ〉一貫派」と呼ぶことにする。
第４グループは198名で、「社会」よりも「校則」、

「校則」よりも「親」を大事にしている高校生た
ちである。したがって、「非社会系〈まじめ〉派」
と名づけることにしよう。
第５グループは100名で最も少なく、「親」や

「社会」は大事であるが、「校則」は大事ではない
とするグループである。そこで、「非学校系〈ま
じめ〉派」と呼ぶことにする。
第６グループは156名で、「親」よりも「校則」、

「校則」よりも「社会」を大事としているので、
「社会系〈まじめ〉派」と名づけることにする。
第１から第３グループは、各項目で大事の度合

いが比較的一貫しているタイプであり、第４から
第６グループは、大事の度合いが非一貫的なタイ
プである。大事の度合いが一貫している３つのグ
ループの高校生が合計で７割であることから、前
項の結果とは異なり、３つの領域を貫くような
〈まじめ－ふまじめ〉の軸を想定することが可能
なようにもみえる。しかし、操作的に取り出した
とはいえ、非一貫系の〈まじめ〉類型が合わせて
３割程度いることは興味深い。

「非社会系〈まじめ〉派」は、「自分や自分の
身近なことは大事にするが、社会的なことには関
心の薄い高校生」という同心円図式で解釈しうる
非一貫した〈まじめ〉のタイプである。しかしそ
れだけなく、「親の信頼を裏切らないこと」や
「社会のためにつくすこと」を大事としながらも、
「校則を守ること」を大事と考えていないタイプ
である「非学校系〈まじめ〉派」もいる。また、
「社会のためにつくすこと」を大事としながらも、
「親の信頼を裏切らないこと」や「校則を守るこ
と」をそれほど大事と考えていない「社会系〈ま
じめ〉派」もいることがわかる。
この結果は、すべての生活領域を貫くような

〈まじめ－ふまじめ〉という軸や、同心円的な
〈まじめ〉の図式が、かなりの程度有効性を持つ
ことを示しつつも、そうした観点だけでは高校生
の「まじめ」を十分にはとらえきれない可能性を
示唆しているといえよう。

３）〈まじめ〉類型別にみた「まじめと外見」
次に、この〈まじめ〉類型と先にみた「まじめ

と外見」の７つの質問との関係をみてみることに
しよう。表５－３をみると、肯定の率が高い３項
目では類型ごとに大きな差はないが、それ以外の
４項目ではかなり差があることがわかる。
まず、一貫系の〈まじめ〉類型では、〈まじめ〉

の度合いによって、肯定の割合に一定の傾向がみ
られる。「先生からまじめと思われている生徒の
中には、まじめぶっている人が多い」と「一見ま
じめそうに見せて、おとなをだますのは簡単だ」

■図５－２　＜まじめ＞の類型化�
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では、「〈ふまじめ〉一貫派」＞「ほどほど〈まじ
め〉一貫派」＞「〈まじめ〉一貫派」という順で
肯定の割合が高くなっている。また、「まじめに
したくても、友だちの目を気にして、ふまじめに
振る舞うことがある」と「高校生のまじめさは学
校での外見や行動でわかる」では、逆に「〈まじ
め〉一貫派」＞「ほどほど〈まじめ〉一貫派」＞
「〈ふまじめ〉一貫派」という順で肯定の割合が高
くなっている。〈まじめ〉の度合いが高いグルー
プの方が、「まじめにしたくても、友だちの目を
気にして、ふまじめに振る舞うことがある」とし
つつも、「まじめ」が一貫したものと考えている
ようである。
非一貫系の〈まじめ〉類型は、４つの項目とも

「ほどほど〈まじめ〉一貫派」に近い肯定率であ
り、全体として平均的といえる。この結果からす
ると、この〈まじめ〉類型が分析における有効性
をあまり持っていないようにもみえるが、後にみ
るように、他の項目との関連では「ほどほど〈ま
じめ〉一貫派」とは異なる傾向も示している。
次に、この〈まじめ〉類型が、高校生自身のま

じめさの評価とどのような関係があるのかをみて
みよう。表５－４は、高校生自身が現在の自分を
どの程度まじめと考えているかを〈まじめ〉の類
型別にみたものである。これをみると、類型にお
ける〈まじめさ〉の程度と、高校生が自己評価す
る「まじめさ」との一致度は必ずしも高くないこ
とがわかる。確かに、「〈まじめ〉一貫派」におい
て「まじめ」の割合が高く、「〈ふまじめ〉一貫派」
において「まじめでない」の割合が高くなってい
る。しかし、いずれの類型でも「どちらともいえ
ない」が多く、５割から６割となっている。
このことは、私たちおとなからすれば〈まじめ〉

とみなされる「親の信頼を裏切らないこと」「校
則を守ること」「社会のためにつくすこと」とい
う３つの項目が、必ずしも高校生の「まじめ」の
基準とは一致していないということを示唆してい
る。私たちおとなの〈まじめ〉の基準と、高校生
たちの「まじめ」の基準とのこのような不一致は、
どのように理解すればよいのだろうか。そのこと
の一端を次節で検討してみることにしよう。

■表５－３　まじめと外見×〈まじめ〉類型
（％）

〈まじめ〉類型
一貫系 非一貫系

〈ふまじめ〉 ほどほど 〈まじめ〉 非社会系 非学校系 社会系 合計

一貫派 〈まじめ〉一貫派 一貫派 〈まじめ〉派〈まじめ〉派〈まじめ〉派
目立つ格好をしていても、まじめに 96.2 90.9 94.0 92.9 96.0 95.5 93.8
生き方を考えている人は結構いる

まじめだからといって、人がいいとは 96.2 91.0 91.2 94.9 94.9 94.9 93.3
限らない

学校でまじめそうな人でも、学校外 78.5 72.4 75.6 73.5 75.8 78.8 75.4
では結構遊んでいる人がいる

先生からまじめと思われている生徒の 69.4 55.1 51.8 57.4 62.6 56.1 57.8
中には、まじめぶっている人が多い

一見まじめそうに見せて、おとなを 66.4 52.3 42.1 56.1 57.6 50.0 52.9
だますのは簡単だ

まじめにしたくても、友だちの目を気に 36.2 45.0 53.9 52.3 53.5 51.6 48.1
して、ふまじめに振る舞うことがある

高校生のまじめさは学校での外見や行動 23.2 32.0 41.0 33.5 34.3 30.1 32.8
でわかる

「そう思う」の無回答を除いた割合

■表５－４　まじめさの自己評価×〈まじめ〉類型
（列％）

〈まじめ〉類型
一貫系 非一貫系

〈ふまじめ〉 ほどほど 〈まじめ〉 非社会系 非学校系 社会系
合計

一貫派 〈まじめ〉一貫派 一貫派 〈まじめ〉派〈まじめ〉派〈まじめ〉派

現在の自分が
まじめ 13.1 11.5 21.1 16.2 10.0 13.5 14.9

まじめかどうか どちらともいえない 48.5 65.6 61.4 64.1 61.0 62.8 60.7
まじめでない 38.4 22.9 17.5 19.7 29.0 23.7 24.4

無回答を除いた割合
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３．〈まじめ〉と「自分らしさ」は　　　
両立するか？

前節では、多くの高校生が外見からまじめさを
判断できるとは思っていないこと、そして学校で
のまじめさが学校外でのまじめさを必ずしも保証
するとは考えていないことをみた。つまり、すべ
ての生活領域を貫くような〈まじめ－ふまじめ〉
という軸を想定することの困難さが示された。そ
して、「社会のためにつくすこと」を大事としな
がらも、「親の信頼を裏切らないこと」や「校則
を守ること」を大事と考えていないようなタイプ
の〈まじめさ〉から、私たちおとなの同心円的な
〈まじめさ〉の見方への疑問も示された。
本節では、高校生が抽象的な水準でどのような

ことを大切に考えているかをみることで、私たち
おとなからは〈まじめ〉にみえる高校生の態度や
行動の背後にある意識について考えてみたい。そ
れを踏まえ、私たちおとなの〈まじめ〉の基準と、
高校生たちの「まじめ」の基準との不一致につい
て若干の考察を行うことにしよう。

１）高校生にとって大切なこと
図５－３のような11の点について、どの程度大

切に思うかを尋ねると、「とても大切」と「やや
大切」を合わせた肯定的回答が、「信仰心を持つ」
以外のすべての項目で７割を超える結果となっ
た。
「とても大切」と積極的に肯定する率に注目す
ると、「自分の好きなことをする」78.0％、「自分
で決めたことに対して努力する」75.1％、「自分
が興味関心あるものをしっかり持っている」
73.6％で、３項目が７割を超えている。逆に積極
的に肯定する率が低い項目は、「信仰心を持つ」
14.4％、「社会の問題に興味を持つ」21.8％、「将
来、社会に役立つような人間になる」28.8％、
「正義感を持つ」29.6％で、３割に満たない。
全体の回答傾向をみると、従来〈まじめ〉的価

値とされてきたような「道徳心を持つ」や、「正
義感を持つ」「社会の問題に興味を持つ」「将来、
社会に役立つような人間になる」も、消極的肯定
も合わせると７割以上であり、予想以上に肯定率
が高い。しかし、相対的にみれば肯定率は低く、
高校生が自分の気持ちや考えを大切にしていると
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（％）�

�

ぜんぜん大切でない�
とても大切� やや大切�

あまり大切でない� 無回答�

■図５－３　高校生にとって大切なこと�
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いうことがわかる。単純化を恐れずにいえば、高
校生は〈まじめ〉よりも、「自分らしさ」を大切
に考えているといえよう。

２）〈まじめ〉と「自分らしさ」の共存
それでは、「自分らしさ」を大切にしている高

校生は、「自分や自分の身近なことは大事にする
が、社会的なことには関心の薄い高校生」といえ
るのだろうか。さらにいえば、自己中心的な高校
生なのだろうか。
結論を先取りすれば、今回の調査結果は、必ず

しもそうではない可能性を示唆している。表５－
５は、〈まじめ〉類型ごとに「大切に思っている
こと」をみたものである。「自分の好きなことを
する」など、自分の気持ちや考えを大切にするこ
とが、必ずしも身近な〈まじめ〉にだけ結びつく
わけではないことがわかる。例えば、「社会系
〈まじめ〉派」は、「自分の好きなことをする」や
「自分で決めたことに対して努力する」を肯定す
る割合が「〈まじめ〉一貫派」と同程度になって
いる。つまり、自分の気持ちや考えを大切にして

いるということが、単純に自分の身近なことしか
考えない「自己中心的なもの」に結びつくと考え
ることはできないようである。
表５－６もこのことを支持している。「自分の

好きなことをする」や「自分をごまかさない」を
大切としている方が、「道徳心を持つ」や「将来、
社会に役立つような人間になる」を大切とする割
合も高くなっているのである。「自分らしさ」を
大切にしている高校生の方がむしろ、従来の〈ま
じめ〉的価値をも大切にしているようである。
これらの結果を単純化すれば、「自分らしさ」

を大切にすることは、「自分や自分の身近なこと
は大事にするが、社会的なことには関心の薄い」
ということに必ずしも結びつかないということ。
さらに、〈まじめ〉と「自分らしさ」は共存しう
るのではないか、ということになる。
ただし、次のような点に注意する必要がある。

第４章で示されたように、多くの高校生にとって
「まじめ」とは、「一生懸命にする」ことである。
しかし、ある高校生が一生懸命にみえるとき、そ
の背後に従来の〈まじめ〉的な価値が常に存在す
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■表５－５　大切なこと×〈まじめ〉類型
（％）

〈まじめ〉類型
一貫系 非一貫系

〈ふまじめ〉 ほどほど 〈まじめ〉 非社会系 非学校系 社会系
合計

一貫派 〈まじめ〉一貫派 一貫派 〈まじめ〉派〈まじめ〉派〈まじめ〉派
自分の好きなことをする 99.6 98.5 99.4 98.5 99.0 100.0 99.1
自分で決めたことに対して努力する 96.2 97.8 99.4 99.0 98.0 99.4 98.3
自分が興味関心あるものをしっかり 95.8 96.9 99.1 94.9 97.0 96.2 96.9
持っている
自分の将来について考える 91.1 91.3 98.8 94.9 100.0 98.1 95.1
自分の夢に向かって突き進む 89.9 92.9 97.9 93.9 97.0 98.1 94.7
自分をごまかさない（自分に誠実に 86.5 93.2 98.5 86.4 89.0 98.7 92.7
生きる）
道徳心を持つ 68.8 79.5 95.8 83.2 84.8 90.9 83.9
正義感を持つ 62.9 74.0 95.8 75.3 83.8 91.7 80.4
社会の問題に興味を持つ 52.3 65.9 91.6 61.9 79.8 89.0 73.0
将来、社会に役立つような人間になる 39.4 61.6 92.2 62.6 87.0 87.8 70.4
信仰心を持つ 30.4 36.8 64.5 38.8 52.5 46.5 45.1

「とても大切」＋「やや大切」の無回答を除いた割合

■表５－６ 〈まじめ〉と「自分らしさ」は両立するか
（列％）

自分の好きなことをする 自分をごまかさない
（自分に誠実に生きる）

とても大切 やや大切 大切でない とても大切 やや大切 大切でない
道徳心を持つ とても大切　 40.3 24.5 8.3 51.1 22.1 16.2

やや大切　 44.1 59.2 41.7 38.1 59.1 46.5
大切でない 15.6 16.3 50.0 10.8 18.8 37.4

将来、社会に役立つ とても大切 31.6 19.0 16.7 39.4 18.6 12.1
ような人間になる やや大切　 39.6 50.4 16.7 36.4 49.8 32.3

大切でない 28.8 30.6 66.7 24.2 31.6 55.6
＜大切でない＞は「あまり大切でない」＋「ぜんぜん大切でない」。無回答を除いた割合
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ると考えることはできないということだ。本節の
分析全体から示唆されることは、その高校生がそ
の行為を行っているのは「好きなこと」だからだ
と、まずは理解してみるべきだということである。
第２章で示されていたように、「あなたがまじ

めにやろうと思うのは、どのようなときですか」
という質問に対しても、「自分の好きなことをす
るとき」という記述が最も多くなっていた。つま
り、高校生にとっての「まじめ」とは、「好きな
ことを」を「一生懸命にする」ことと考えた方が
よいように思われる。
例えば、ある高校生が一生懸命ボランティアに

取り組んでいる場面を考えてみよう。私たちおと
なはそれをみて、社会に貢献する〈まじめ〉な高
校生だと考えてしまいがちである。しかし本人は、
体を動かせて気持ちがいいのでボランティアが
「好き」なのかもしれない。もちろん、同時に社
会に役立ちたいという気持ちもあるかもしれない
が。
このように考えると、〈まじめ〉と〈ふまじめ〉

の同居という事態は、ある行動を一生懸命に行っ
ている高校生たちの「自分らしさ」を大切にする
意識と、その行動を従来の〈まじめ〉的価値から
解釈する私たちおとなの意識とのズレとして理解
することができるかもしれない。

４．「まじめな私」と「ふまじめな私」

前節では、高校生が「道徳心を持つ」というよ
うな従来の〈まじめ〉的価値よりも、「自分の好
きなことをする」というような「自分らしさ」を
非常に大切にしているということが示された。そ
してそのような結果から、〈まじめ〉と〈ふまじ
め〉の同居という事態を生じさせている要因の１
つが、高校生たちの真剣な態度や行動の背後にあ
る「自分らしさ」を大切にする意識と、その態度
や行動を従来の〈まじめ〉的価値から解釈する私
たちおとなの意識との間のズレにあるのではない
かという点を指摘した。
しかし、事態はもう少し複雑なようである。本

節では、さらに私たちおとなを混乱させるような
〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同居の可能性をみて
みることにしよう。その手がかりは、高校生の
「自分らしさ」にある。

１）高校生の「自分らしさ」
本調査では、「自分」や「自分らしさ」につい

て12の質問を行っている。ただし、本節では上述

した問題意識から、「自分」や「自分らしさ」の
一貫性にかかわる７つの項目のみについてみてみ
ることにする。
図５－４をみると、「そう」と「まあそう」を

合わせた肯定の率が高い項目は、「状況によって
出てくる自分というものは違うと思う」85.4％、
「本当の自分を見つけることが大切だと思う」
74.2％、「自分には自分らしさというものがある
と思う」71.6％で、７割を超えている。逆に、肯
定の率が低い項目は、「本当の自分は１つしかな
いと思う」43.7％、「自分にはどんな状況でも変
わらない自分らしさがあると思う」46.7％で、５
割に満たない。
これらの結果をみると、多くの高校生は、自分

らしさを持っていると思っているが、必ずしもそ
の自分らしさが一貫したものと感じているわけで
はないようである。そこで、「自分には自分らし
さというものがあると思う」と「自分にはどんな
状況でも変わらない自分らしさがあると思う」を
クロス集計し、「自分らしさ」の一貫性の程度を
みてみた。
表５－７をみると、「自分には自分らしさとい

うものがあると思う」と「自分にはどんな状況で
も変わらない自分らしさがあると思う」を両方と
も肯定する者が、４割で最も多くなっている。こ
れは、一貫した「自分らしさ」を持っていると思
っている高校生である。次に割合として多いのは、
「自分には自分らしさというものがあると思う」
を肯定し、「自分にはどんな状況でも変わらない
自分らしさがあると思う」を否定する約３割の高
校生である。これは、「自分らしさ」はあるが、
その「自分らしさ」が必ずしも一貫しているわけ
ではないというような非一貫した「自分らしさ」
の存在を意味している。また、「自分には自分ら
しさというものがあると思う」と「自分にはどん
な状況でも変わらない自分らしさがあると思う」
をともに否定する高校生は、約２割となっている。
なお、「自分には自分らしさというものがあると
思う」を否定し、「自分にはどんな状況でも変わ
らない自分らしさがあると思う」を肯定する高校
生が、非常に少ないものの６％程度いる。これは、
論理的に矛盾しており解釈が非常に難しい。ただ、
４段階の回答のままクロス集計してみると、中間
的な回答が多くなっており、判断の微妙なゆらぎ
と解釈することができるだろう。
これらの結果からすると、「自分らしさ」とい

うものが、常に確固とした一貫性を持つものとは
いえないことがわかる。前節では、「自分」の気
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持ちや考えを大切にしているということが即自己
中心的な行動や態度に結びつくわけではないとい
うことをみた。そこからは、「自分」の気持ちや
考えが指針となって一貫した態度や行動がとられ

るようなイメージが浮かびやすいかもしれない
が、必ずしもそうではないのかもしれない。そこ
で、このような「自分らしさ」の意識が、〈まじ
め〉と〈ふまじめ〉の同居とどのような関係にあ
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■表５－７ 「自分らしさ」の一貫性の程度
（全体％）

自分には自分らしさと
いうものがあると思う

肯定 否定

自分にはどんな状況でも変わらない 肯定 41.1 5.9
自分らしさがあると思う 否定 31.0 22.0

〈肯定〉は「そう」＋「まあそう」、〈否定〉は「あまりそうではない」＋「そうではない」。
無回答を除いた割合

■図５－４　「自分」や「自分らしさ」�
�

（％）�

�

状況によって出てくる自分�
というものは違うと思う�

本当の自分を見つけること�
が大切だと思う�

自分には自分らしさという�
ものがあると思う�

状況によって本当の自分と�
偽の自分を使い分けている�
と思う�

どこかに今の自分と違う�
本当の自分があると思う�

自分にはどんな状況でも変�
わらない自分らしさがある�
と思う�

本当の自分は１つしかない�
と思う�

　　　　　　43.8   　　　　　　　　41.6  　　　　11.0 �

 　　43.8   　　　　　 30.4   　18.4 　　6.6  0.8�

　　　　29.1   　　 42.5  　　　　　　23.1  　4.8 　0.5�

　　　24.4  　　　　 36.8  　　　　 　　　28.1 　　　　10.0　　 0.8�

　　　26.9   34.2   　　25.8 　　　　　12.2 　　1.0�

　13.6  　　　　　33.1   　　　　　42.7  　　　　　10.0　　0.6�

　　　23.5  　20.2   　　34.7   　　　20.7 　　　 1.0

そうではない�

3.1 �
0.5�
�

（85.4）�

（74.2）�

（71.6）�

（43.7）�

（61.2）�

（61.1）�

（46.7）�

そう� まあそう� あまりそうではない� 無回答�

（　）内は「そう」＋「まあそう」の割合�

�

●モノグラフ・高校生vol.65



るのか、次項で検討することにしよう。

２）〈まじめ〉類型と「自分らしさ」
〈まじめ〉と〈ふまじめ〉の同居と「自分らし

さ」の関係を探るために、「〈まじめ〉類型」と
「自分」や「自分らしさ」についての５つの項目
との関係をみてみた。
表５－８をみると、それほど明瞭ではないが、

一貫系〈まじめ〉に比べ非一貫系〈まじめ〉は、
「状況によって出てくる自分というものは違うと
思う」を肯定する割合が若干高く、「自分にはど
んな状況でも変わらない自分らしさがあると思
う」を肯定する割合がやや低くなっている。特に
「社会系〈まじめ〉派」では、この傾向が顕著で
あり、「本当の自分は１つしかないと思う」を肯
定する割合も低い。
もう少しわかりやすくするため、表５－７のク

ロス表から「自分らしさ」の一貫性の程度で３つ
のグループを作り、「〈まじめ〉類型」とクロス集
計したものが表５－９である。これをみると、非
一貫系〈まじめ〉全体の傾向を指摘するのは難し
いが、「社会系〈まじめ〉派」で、一貫した「自
分らしさ」が少なく、非一貫した「自分らしさ」

が多くなっていることがわかる。
これらの結果から、非一貫した〈まじめ〉の一

部が、「自分らしさ」の非一貫性と関連している
ことがわかる。つまり、〈まじめ〉と〈ふまじめ〉
の同居という事態の一部は、同心円的な〈まじめ〉
や、おとなと若者の意識のズレだけでなく、「自
分らしさ」の非一貫性によって、高校生自身に
「まじめな私」と「ふまじめな私」が同居してい
ることによると考えられるのである。

５．新しいまじめは可能か？

最後に、これらの調査結果を踏まえ、私たちお
となが若者の〈まじめ〉について考える際に注目
すべき点を２つ指摘して、まとめに代えたい。
第１に、ある場面での〈まじめさ〉は、他の場

面での〈まじめさ〉を必ずしも保証しないという
ことである。この点は、今後さらにその可能性が
高まるのではないか、と思われる。今回の分析で
は、それほど顕著な傾向はみいだされなかったが、
「自分らしさ」の非一貫性と〈まじめ〉と〈ふま
じめ〉の同居との関係は、高校生の〈まじめ〉を
考える際に重要な点になると思われる。それは、
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■表５－９ 「自分らしさ」の一貫性×〈まじめ〉類型
（列％）

〈まじめ〉類型
一貫系 非一貫系

〈ふまじめ〉 ほどほど 〈まじめ〉 非社会系 非学校系 社会系
合計

一貫派 〈まじめ〉一貫派 一貫派 〈まじめ〉派〈まじめ〉派〈まじめ〉派

「自分らしさ」一貫 42.5 41.9 53.7 41.5 40.2 34.0 43.8
「自分らしさ」の 「自分らしさ」非一貫 35.6 29.9 31.2 36.7 26.1 38.7 33.0
一貫性の程度

「自分らしさ」なし 21.9 28.2 15.1 21.8 33.7 27.3 23.2

〈「自分らしさ」の一貫性の程度〉は①「自分には自分らしさというものがあると思う」と②「自分にはどんな状況でも変わ
らない自分らしさがあると思う」への回答を組み合わせたもの。〈「自分らしさ」一貫〉は、①と②をともに肯定。〈「自分ら
しさ」非一貫〉は、①を肯定し②を否定。〈「自分らしさ」なし〉は、①と②をともに否定。無回答を除いた割合

■表５－８ 「自分」や「自分らしさ」×＜まじめ＞類型
（％）

〈まじめ〉類型
一貫系 非一貫系

〈ふまじめ〉 ほどほど 〈まじめ〉 非社会系 非学校系 社会系
合計

一貫派 〈まじめ〉一貫派 一貫派 〈まじめ〉派〈まじめ〉派〈まじめ〉派

状況によって出てくる自分という 81.4 86.3 84.0 87.9 88.8 90.4 85.8
ものは違うと思う
自分には自分らしさというものが 72.5 67.3 79.5 74.2 62.2 69.9 72.2
あると思う
状況によって本当の自分と偽の 62.0 60.3 58.4 61.6 71.1 63.5 61.5
自分を使い分けていると思う

自分にはどんな状況でも変わらない 46.6 45.3 56.6 44.4 43.9 36.5 47.1
自分らしさがあると思う

本当の自分は１つしかないと思う 40.6 41.4 50.5 43.4 55.7 35.3 44.1
「そう」＋「まあそう」の無回答を除いた割合
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社会学的に考えると、「自分らしさ」の非一貫性
が今後高まっていくことが予想されるからであ
る。
本章で「自分らしさ」の非一貫性と呼んだもの

は、社会学では自己の多元化と通常呼ばれている。
自己の多元化がもたらされる要因には様々な点が
あるが、最も大きな要因は多元的な所属が進行し
つつある点に求められる2)。社会学的にみると、
自己とは他者との関係において成立する。その他
者との関係性のあり方が、変容していると考えら
れるのである。日本では、産業化による農村から
都市への大規模な人々の移動などで伝統的な共同
体が崩壊した後も、学校や会社など包括的なコミ
ットメントを強いるある種の集団が共同体として
機能してきた。しかし現在、ある集団へのコミッ
トメントは包括性を失い、選択的なものへと変わ
りつつある。メディアを介したものも含め、集団
への多元的な所属が進展してきているのである。
また、理論的にだけでなく、若者を対象とした調
査においても、自己の多元化傾向が指摘されてい
る3)。つまり、「まじめな私」と「ふまじめな私」
が１人の高校生に自然に同居するような事態が、
今後さらにありふれたことになってくるかもしれ
ないのである。
このような点を踏まえると、ある高校生の態度

や行動の一部だけをみて、彼／彼女の全体を理解
するということが、ますます困難になっていくこ
とが予想される。多くの高校では、服装や髪型指
導は以前ほど厳しいものではなくなってきてい
る。しかし他方で、「服装の乱れは心の乱れ」的
な考えも根強く、学校内にとどまらず私たちおと
なは、このような考えを強く持っているように思
われる。例えば、昨年起こった「兵庫県明石市の
花火大会事故」で、自らの責任を逃れようとして、
「茶髪」の若者たちが暴れたという虚偽の報告を
した警備会社の対応には、そうした意識があらわ
れている。そして、「茶髪」の若者たちが暴れた
ことが原因だとする報道に、おそらく一旦はなん
となく納得してしまった私たちおとなも同様であ
る。ある面の〈まじめさ〉をみて過度に安心をし
たり、ある面の〈ふまじめさ〉から過度に決めつ
けを行ったりするような私たちおとなの思考を見
直す必要があるのではないだろうか。
第２に、「自分の好きなことをすること」と

「〈まじめ〉であること」とは共存しうるのではな
いか、という点である。このことは、今後の社会
を考えていく上で重要な点になると思われる。第
３節で、「自分の好きなこと」を大切にする意識

が、「社会に貢献すること」にも結びつきうるも
のであり、その可能性も決して低くないことが示
唆された。そうであるとすれば、その結びつきが
うまくいくとき、公共性をもった新しい「まじめ」
が生まれるのかもしれない。まじめ論の代表的論
者である千石保も、いくつかの著書の中で、その
ような主旨のことを述べている（例えば、千石
［1997］［2001］）。
ただし千石の場合、「自分の好きなこと」を大

切にすることが「わがまま」にならないように絶
対的な規範や倫理が必要とされている、というよ
うな議論へと結びつけていく。しかし、千石が自
明視するような絶対的な規範や倫理を確立するこ
とは、ますます困難になると考えられる。千石が
批判する宮台真司も指摘するように、一神教の伝
統のない我が国において、そうした強力な倫理の
基盤は、そもそもないと考えられる（宮台［1994］）。
私たちの従ってきた社会のルールは、「世間の目」
という言葉に象徴されるような、ある特定の共同
体に基盤を持つ道徳である。そして、伝統的共同
体を代替してきた会社や学校という共同体も崩壊
し、無数の小さな集団へと分解しつつある日本社
会の現状では、道徳すらその存立の基盤を失って
いると考えられるのである。
わがままに結びつくことを問題にするのであれ

ばむしろ、絶対的な規範や倫理を声高に持ち出す
よりも、宮台的な戦略の方が社会学的には有効な
ように思われる（例えば、宮台［2000］、宮台・
速水［2000］）。例えば、「自分の好きなこと」を
大切にすることを生かしつつ、自らが「自分の好
きなこと」をするためには、他者の協力が必要で
あり、他者の「自分らしさ」を尊重しなければな
らない、というような形でルールを導き出してい
くということである。
また、「自分の好きなこと」を利用することは、

勤勉さという意味における〈まじめ〉の基盤を補
完あるいは代替するという意味においても有効だ
と思われる。第３章で、将来にとって重要なこと
として高校生が選択していたのは、「偏差値の高
い大学に進学すること」や「社会的に評価の高い
職業につくこと」ではなく、「自分の好きな職業
につくこと」や「幸せな家庭を築くこと」であっ
た。現在は深刻な不況の中にあるとはいえ、「豊
かな社会」の中で育った世代にとって、輝かしい
未来だけを信じて、現在の気持ちをすべてがまん
して努力することが、魅力的だとは考えにくい。
「がまん」や「努力」をお説教のように推奨する
よりも、「自分の好きなこと」に夢中になるとい
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う側面を生かしていく方が有効だと思われる。
ただし、「自分の好きなこと」を利用し、新し

い「まじめ」を創造することは、大きな困難も抱
えている。前述したように、一貫した自分という
ものを持つことが、基本的に困難な状況にあると
いう点に注意する必要がある。残念ながら詳述す
る余裕はないが、『モノグラフ・高校生』 Vol.60

で指摘したように、そうした点を十分に配慮しな
ければ、「自分の好きなこと」の強調は大きな問
題を生じさせる可能性がある（岩田［2000］）。
もはや〈まじめ〉が復活することはあり得ない。
しかし、新しい「まじめ」を創造することは可能
かもしれない。

【注】
1) 質問紙とは逆に「そうだ」から「そうではない」の順に５点から１点の点数を与え、クラスター分析を　　
行った。クラスター分析は、平方ユークリッド距離を用い、ウォード法を適用した。

2) 自己の多元化についての非常にわかりやすい解説としては、浅野［2002］がある。
3) 浅野［1995］［1999］や岩田［1999］［2000］［2001］を参照。
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●見かけとまじめさとを分けてほしい

今回の調査を通して、高校生がまじめさをどう
考えているかをつかめたような印象を受ける。
「まじめ」について、生徒たちはまじめを大事な
態度とは思っていないが、かといって、まじめを
馬鹿にしているわけでもない。おとなの人はまじ
めな態度を尊重しているようだが、それほどの値
打ちはない。ふまじめを誇示する必要はないが、
かといって、まじめぶることも愚かなことだとい
う評価である。
ただ、生徒たちは「まじめさと外見とを分けて

ほしい」、そして「授業中のまじめさを過信しな
いでほしい」と願っている。奇抜な格好をしてい
ても、本当はまじめな生徒が少なくないし、それ
とは逆に授業中は神妙な態度をとっていながら、
先生の知らないところで、結構、悪さをしている
生徒もいる。だから、見かけだけでまじめかどう
かを判断しないでほしいという。
幸か不幸か、筆者はこのところ、こうした高校

生の言い分に理解できるものを感じる。金髪に近
い茶髪で厚底のサンダルをはき、超ミニで学内に
登場する。どう見てもオミズ系で、こんな格好を
しなくてもよいのにと思う。ところが、そうした女
子学生が授業態度がしっかりしているだけでな
く、考え方も堅実であったりすることが少なくな
い。だったら、もう少し抑えてとは思うが、本人
は自分に自信があるから、かえって突飛な格好を
するのかもしれない。外見はファッションで、中
味とは別。本人としては、外見と中味とのギャッ
プが楽しいのかもしれない。
こうした考えからすると、中味はだらしないの

に見かけだけをつくろっている仲間は偽善者だ
し、それを見抜けない先生も許しがたいのかもし
れない。高校生に接するときも、見かけに惑わさ
れずに、中味をみる態度が大事なように思った。

●生き方を育てよう

今回の調査によれば、学校の勉強が役立つと思
える生徒は真剣に授業を聞いていた。それとは逆
に、勉強が意味を持つと思えない生徒は授業を怠
けがちだった。したがって授業中のまじめさは、
勉強を意味があると思えるかどうかにかかってお
り、意味が感じられなければ、授業は苦痛の連続
になり、時には眠り、時にはサボることになる。
それをまじめさに欠けるといわれても困るという
のが生徒の言い分である。
どうやら、何か目標があり、目標を目指してが

んばると、結果としてまじめな態度に連なる。ま
じめさにはそうした性質があるように思える。そ
して、これまでのまじめには２つの類型があった
ように思う。
社会的な達成を目指し、そのために難関大学へ

の進学を考え、遊び時間を割いて勉強する。これ
が古典的なまじめさの１つのタイプであろう。そ
してもう１つは、高校時代に国レベルの大会に出
たいと、サッカーやバレーに打ち込む。これが伝
統的なまじめさのもう１つの類型であろう。
しかし冒頭でふれたように、社会的な達成や高

学歴という目標は意味を失い始めている。さらに、
スポーツのプロを目指すにしても、求道的な部活
動に属する必要はない。マイペースでも十分やれ
ると思う。マイペースを生かせる種目を選ぶとい
う形で、第２の類型の意味も揺らいでいる。
高い大きな望みでなくともよい。自分なりのゴ

ールを設定させる。そして、ゴールへ至る道筋を
考えさせる。そうすれば、自ずと生徒はゴールを
目指すのではないか。生徒たちにまじめさが欠け
るように思えるのは、生徒たちが生きる目標を設
定できないでいるからではないか。変動が激しく、
未来が不透明な時代だけに、過去や現在にとらわ
れることなく、それぞれの生徒が思い切って自分
の人生を設計してほしいと思った。
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�
 1,355 621 734�
 675 328 347�
 400 173 227�
 280 120 160�
 621�
 734�
 29.7 27.3 31.9�
 52.6 53.9 51.6�
 14.8 15.6 14.0�
 2.8 3.2 2.5�
 36.3 36.8 36.0�
 46.9 44.0 49.3�
 14.1 15.0 13.4�
 2.7 4.2 1.4�
 9.4 4.0 14.1�
 35.9 19.3 50.0�
 41.0 52.5 31.4�
 13.5 24.2 4.5�
 49.7 39.0 58.9�
 42.4 50.8 35.6�
 6.9 8.9 5.2�
 0.7 1.3 0.3�
 31.7 27.9 34.9�
 42.2 43.1 41.6�
 20.9 23.1 19.1�
 5.2 6.0 4.5�
 27.1 28.1 26.3�
 45.3 48.7 42.6�
 22.4 18.4 25.9�
 5.0 4.8 5.2�
 23.3 30.8 17.0�
 40.5 41.1 40.1�
 31.4 24.2 37.5�
 4.8 4.0 5.4�
 20.6 17.6 23.2�
 44.6 44.0 45.2�
 27.2 28.9 25.7�
 7.5 9.5 5.9�
 34.7 37.9 32.0�
 30.5 30.0 30.9�
 19.1 18.1 20.0�
 15.6 14.0 17.0�
 16.8 11.9 21.0�
 41.0 36.4 45.1�
 32.8 38.5 28.0�
 9.2 13.2 5.9�
 2.8 3.5 2.2�
 18.1 16.9 19.1�
 40.6 39.3 41.7�
 38.5 40.3 37.1�
�

　　　　
質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
　　　サンプル数 �

 

学
年    

性�

1

2

�
１．１年�
２．２年�
３．３年�
１．男子�
２．女子�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない �
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない �
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない �
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない �
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない �
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない�
１．よく話す�
２．ときどき話す�
３．あまり話さない�
４．ぜんぜん話さない�

友
だ
ち
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
話
す
か 

テ
レ
ビ
番
組

の
こ
と�

音
楽
の
こ
と�

家
族
の
こ
と�

友
だ
ち
の

こ
と�

異
性
の
こ
と�
タ
レ
ン
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
こ
と�

趣
味
の
こ
と
　
授
業
の
こ
と�

部
活
動
の

こ
と�

進
路
や
将
来

の
こ
と�

社
会
や
政
治

の
こ
と�

全体は「無回答」を含み、性別は「無回答」を除いた割合。単位はサンプル数以外はパーセント。�

資料２　◆基礎集計表
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資料２　◆基礎集計表

　　　　
質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子��
 55.6 50.9 59.8�
 24.1 25.8 22.8�
 15.9 18.7 13.6�
 2.4 3.2 1.6�
 1.8 1.4 2.2�
 36.2 27.4 44.0�
 25.5 24.8 26.2�
 32.6 41.2 25.5�
 4.1 4.8 3.6�
 1.2 1.8 0.7�
 4.1 4.8 3.6�
 6.1 8.9 3.8�
 45.6 45.1 46.4�
 34.9 30.9 38.6�
 8.9 10.3 7.7�
 38.3 34.1 42.1�
 29.4 29.9 29.3�
 30.3 34.1 27.2�
 0.8 1.1 0.5�
 0.8 0.8 0.8�
 56.8 50.0 62.6�
 28.0 29.7 26.6�
 14.3 19.2 10.2�
 0.3 0.2 0.4�
 0.5 1.0 0.1�
 49.1 43.4 54.3�
 35.6 39.0 32.9�
 13.6 15.6 11.9�
 1.0 1.5 0.5�
 0.4 0.5 0.3�
 24.4 22.9 25.7�
 20.2 15.6 24.1�
 45.2 47.3 43.5�
 6.1 8.2 4.4�
 4.0 6.0 2.3�
 4.8 6.1 3.7�
 6.3 8.4 4.5�
 46.3 52.7 40.9�
 33.4 24.6 40.7�
 9.3 8.2 10.2�
 74.8 74.1 75.5�
 21.5 20.9 22.1�
 3.4 4.7 2.3�
 0.1 0.3 0.0�
 0.1 0.0 0.1�
 30.9 26.1 35.1�
 27.1 27.9 26.5�
 38.8 41.9 36.3�
 2.2 3.1 1.5�
 0.8 1.1 0.5

3

１．とてもいい�
２．かなりいい�
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい �
２．かなりいい�
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい �
２．かなりいい�
３．どちらともいえない �
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい�
２．かなりいい �
３．どちらともいえない �
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい�
２．かなりいい �
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい �
２．かなりいい �
３．どちらともいえない �
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい �
２．かなりいい�
３．どちらともいえない �
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい�
２．かなりいい�
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい�
２．かなりいい �
３．どちらともいえない �
４．あまりよくない �
５．ぜんぜんよくない �
１．とてもいい  �
２．かなりいい �
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない �
５．ぜんぜんよくない 

次
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
ど
の
よ
う
に
思
う
か�

学
校
に
無
遅
刻
・

無
欠
席
で
通
っ
て

い
る
人 

ど
の
授
業
で
も

内
職
し
な
い
人�

授
業
中
に
友
だ

ち
と
よ
く
話
す

人�

成
績
の
よ
い
人�

運
動
部
で
活
躍

し
て
い
る
人�

ク
ラ
ス
の
仕
事

を
進
ん
で
す
る

人�

信
号
が
青
に
な

る
ま
で
は
絶
対

に
横
断
歩
道
を

渡
ら
な
い
人�

家
の
門
限
を
気

に
せ
ず
、
遅
く

ま
で
遊
ぶ
人�

友
だ
ち
と
の

約
束
を
必
ず

守
る
人 

ア
ル
バ
イ
ト
を

一
生
懸
命
す
る

人�
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資料２　◆基礎集計表

　　　　
質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 18.7 17.7 19.5�
 30.4 27.9 32.7�
 46.0 49.0 43.6�
 3.2  3.1 3.3�
 1.6 2.4 1.0�
 1.8 2.6 1.1�
 1.8 2.4 1.4�
 1.8 38.4 27.7�
 32.5 26.0 31.1�
 28.7 30.6 38.7�
 14.3 14.1 14.6�
 29.5 24.6 33.9�
 49.2 54.7 45.0�
 4.4 4.9 4.0�
 2.1 1.8 2.5�
 40.4 35.0 45.0�
 33.6 31.9 35.0�
 22.7 29.0 17.4�
 2.1 2.7 1.6�
 1.1 1.3 1.0�
 30.8 32.5 29.7�
 68.7 67.5 70.3�
 47.8 44.7 50.6�
 52.0 55.3 49.4�
 21.0 27.9 15.3�
 78.7 72.1 84.7�
 7.3 11.0 4.2�
 92.3 89.0 95.8�
 52.1 56.5 49.0�
 47.3 43.5 51.0�
 66.3 65.5 67.6�
 33.2 34.5 32.4�
 6.6 7.3 6.0�
 69.4 67.2 71.5�
 17.3 17.1 17.4�
 6.6 8.4 5.0�
 5.1 7.3 3.3�
 27.5 30.5 24.9�
 39.0 40.2 38.0�
 28.4 22.1 33.8�
 6.9 6.6 7.1�
 29.4 30.5 28.5�
 39.5 38.4 40.5�
 24.1 24.4 23.9�
 72.1 62.9 80.0�
 20.4 25.5 16.2�
 5.7 8.4 3.4�
 1.7 3.2 0.4�
 17.0 18.3 15.9�
 52.5 50.6 54.2�
 21.1 22.1 20.3�
 9.3 9.0 9.5

3

4

5

6

１．とてもいい�
２．かなりいい �
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい �
２．かなりいい�
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい�
２．かなりいい �
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない�
５．ぜんぜんよくない�
１．とてもいい�
２．かなりいい�
３．どちらともいえない�
４．あまりよくない �
５．ぜんぜんよくない�
１．宿題を提出しない�
２．友だちの答えを写すなどして、提出する�
１．後からの人が座れるようにつめて座る�
２．ゆったりと間隔をあけて座る�
１．地べたに座る�
２．できるだけ立っている�
１．注意する�
２．注意しない�
１．自分は幸せだと思う�
２．何か手をさしのべたいと思う�
１．できる限り手伝う�
２．手伝わない�
１．熱心に話を聞く�
２．耳は傾けるが、他のことを考えていることが多い�
３．友だちとおしゃべりをしたり、別のことをしたりすることが多い�
４．その他�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある �
３．あまりない �
４．ぜんぜんない�
�

次
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
ど
の
よ
う
に
思
う
か                        

ど
ち
ら
の
行
動
を
と
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

授
業
中
、次
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
か�

パ
ソ
コ
ン
に

く
わ
し
い
人�

お
酒
を
飲
ん
だ

り
、
タ
バ
コ
を

吸
っ
た
り
す
る

人�

政
治
や
社
会
の

出
来
事
に
関
心

を
持
っ
て
い
る

人�

熱
心
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
人 

宿題を忘れていた
ことに気がついた
とき�

電車やバスに乗っ
たとき�

ちょっと疲れている
のに座る場所がない
とき�

車内で騒いでいる
子どもを見たら�

恵まれない人の
話を聞くと�

町内の行事で手伝
いを頼まれたら�

始
業
式
で
校
長

先
生
が
生
徒
に

話
を
し
て
い
る

と
き
、
あ
な
た

は
ど
の
よ
う
に

聞
く
こ
と
が
多

い
か�

先
生
に
質
問

す
る�

わ
か
ら
な
い

こ
と
を
後
か

ら
先
生
に
聞

き
に
い
く�

授
業
中
、

ノ
ー
ト
を

き
ち
ん
と

取
る�

友
だ
ち
と

お
し
ゃ
べ

り
を
す
る�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 4.0 1.6 6.0�
 17.3 4.2 28.4�
 28.9 22.6 34.4�
 49.4 71.6 31.1�
 11.2 11.8 10.8�
 28.6 26.6 30.3�
 25.4 26.1 24.8�
 34.7 35.5 34.1�
 10.3 11.6 9.3�
 43.2 40.2 45.9�
 29.3 30.9 28.1�
 16.9 17.3 16.7�
 2.5 3.1 2.0�
 3.0 5.2 1.2�
 7.9 12.6 4.0�
 86.5 79.2 92.8�
 4.7 5.8 3.8�
 14.4 16.9 12.3�
 22.0 24.4 20.1�
 58.7 52.9 63.8�
 25.1 30.4 20.8�
 46.9 44.8 48.9�
 17.4 15.4 19.3�
 10.3 9.4 11.1�
 1.2 1.6 0.8�
 3.2 4.4 2.2�
 15.4 18.7 12.7�
 80.1 75.3 84.3�
 81.0 75.4 88.1�
 17.5 24.6 11.9�
 67.4 68.5 69.1�
 30.5 31.5 30.9�
 71.4 72.3 74.5�
 25.8 27.7 25.5�
 81.1 82.0 83.3�
 17.0 18.0 16.7�
 97.2 96.8 98.4�
 2.4 3.2 1.6�
 83.6 82.2 84.7�
 16.4 17.8 15.3�
 80.8 82.5 81.5�
 17.8 17.5 18.5�
 8.0 8.3 7.9�
 37.9 38.0 38.3�
 47.6 45.6 50.0�
 5.8 8.1 3.9�
 33.4 28.4 37.7�
 47.8 51.3 45.0�
 16.3 17.1 15.7�
 2.4 3.2 1.6

7

8

9

6

１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない �
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい �
２．いいえ�
１．大いに役に立つと思う�
２．かなり役に立つと思う �
３．あまり役に立たないと思う�
４．ぜんぜん役に立たないと思う�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�

授
業
中
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
　�

友
だ
ち
に
渡

す
メ
モ
や
手

紙
を
書
く�

携
帯
電
話
・

P
H
S
で
話

し
た
り
、
メ

ー
ル
交
換
を

し
た
り
す
る
�

宿
題
や
別
の

教
科
や
受
験

の
勉
強
を
す

る�

テ
ー
プ
、C
D
、

M
D
な
ど
で
�

音
楽
を
聴
く
�

マ
ン
ガ
や
雑

誌
、
小
説
を

読
ん
だ
り
す

る�

い
ね
む
り
を

す
る�

教
室
を
立
ち

歩
く�

こわい先生の
授業 

やさしい先生
の授業�

クラス担任の
授業�
熱心な先生の
授業�

自分の興味のあ
る教科の授業�

受験にかかわ
る教科の授業�

体育や音楽な
ど実技授業�

テ
レ
ビ
や

マ
ン
ガ
を

見
て
い
る

と
き�

学
校
で
勉
強

し
て
い
る
こ

と
は
、
あ
な

た
に
と
っ
て

将
来
、
ど
の

程
度
役
に
立

つ
と
思
う
か�

次
の
よ
う
な
授
業
の
と
き
、熱
心
に
授
業
に
取
り
組
む
か�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 50.7 46.0 54.8�
 40.0 43.0 37.6�
 8.7 10.0 7.6�
 0.4 1.0 0.0�
 21.6 15.0 27.3�
 49.4 52.1 47.3�
 22.8 27.1 19.2�
 6.0 5.8 6.1�
 61.2 54.4 67.0�
 34.5 39.8 30.0�
 3.5 4.4 2.7�
 0.8 1.5 0.3�
 8.7 8.9 8.6�
 38.3 34.7 41.5�
 39.4 40.6 38.5�
 13.4 15.8 11.3�
 14.0 15.2 13.1�
 32.6 29.1 35.8�
 34.6 33.8 35.5�
 18.5 22.0 15.6�
 6.4 5.8 7.0�
 10.0 10.0 10.0�
 9.2 12.3 6.6�
 3.2 4.5 2.0�
 71.0 67.4 74.5�
 40.2 46.9 34.9�
 23.4 21.2 25.4�
 8.5 7.6 9.3�
 2.1 2.8 1.6�
 25.3 21.5 28.7�
 42.7 36.1 48.5�
 37.0 38.7 35.8�
 15.1 19.0 11.9�
 4.9 6.2 3.8�
 17.7 13.8 21.2�
 29.5 28.0 31.1�
 15.1 18.9 11.9�
 2.4 3.9 1.1�
 34.9 35.4 34.7�
 46.0 49.0 43.5�
 38.7 37.4 40.0�
 7.8 6.1 9.3�
 5.1 5.0 5.2�
 2.2 2.4 2.0�
 33.7 30.2 36.7�
 43.9 43.5 44.3�
 12.3 13.5 11.3�
 7.7 10.0 5.7�
 2.3 2.7 1.9

10

9

１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
５．していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
５．していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
１．とても充実している�
２．やや充実している�
３．あまり充実していない�
４．ぜんぜん充実していない�
５．していない�
１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない�
�

次
の
よ
う
な
と
き
、
ど
の
く
ら
い
充
実
感
を
感
じ
る
か�

音
楽
を
聴
い

て
い
る
と
き�

家
族
と
一
緒

に
い
る
と
き�  

友
だ
ち
と

一
緒
に
い
る

と
き�

学
校
で
勉
強

を
し
て
い
る

と
き�

家
で
勉
強
を

し
て
い
る�

と
き�

予
備
校
、
塾
で

勉
強
を
し
て
い

る
と
き�

部
活
動
を
し
て

い
る
と
き�

ク
ラ
ス
の
活

動
に
参
加
し

て
い
る
と
き�

奉
仕
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る

と
き�

学
校
に
毎
日

行
く
こ
と�

学
校
に
遅
刻

し
な
い
こ
と�

今
、
次
の
こ
と
を
ど
の
く
ら
い�

大
事
に
思
っ
て
い
る
か�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 33.6 34.2 33.1�
 47.1 44.8 49.0�
 13.8 13.9 13.8�
 3.8 5.5 2.5�
 1.6 1.6 1.6�
 13.3 16.5 10.6�
 36.5 36.1 36.8�
 29.7 27.7 31.5�
 15.7 15.5 15.9�
 4.7 4.2 5.2�
 31.5 33.8 29.8�
 44.2 43.5 45.1�
 17.0 14.9 18.9�
 5.2 6.1 4.5�
 1.7 1.8 1.6�
 47.1 52.7 42.4�
 28.9 22.6 34.2�
 15.4 14.7 16.1�
 3.8 4.7 3.0�
 4.8 5.3 4.4�
 19.6 19.8 19.3�
 39.9 35.8 43.3�
 25.3 27.3 23.7�
 11.5 11.6 11.4�
 3.7 5.5 2.2�
 3.6 3.7 3.6�
 7.4 6.9 7.8�
 30.4 28.3 32.4�
 26.9 24.7 29.0�
 31.4 36.3 27.3�
 13.6 11.5 15.5�
 18.7 16.5 20.8�
 40.4 39.6 41.5�
 14.2 15.3 13.3�
 12.7 17.1 9.0�
 79.2 74.0 83.8�
 16.5 20.2 13.4�
 3.2 4.0 2.5�
 0.8 1.3 0.4�
 0.2 0.5 0.0�
 29.6 35.2 25.0�
 32.5 32.7 32.6�
 28.9 25.3 32.1�
 5.9 5.0 6.7�
 2.7 1.8 3.6�
 25.6 20.3 30.2�
 41.1 38.5 43.4�
 24.6 31.0 19.3�
 6.2 7.3 5.3�
 2.3 2.9 1.8

10

１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事�
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事�
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事 �
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事  �
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事�
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない  �
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事 �
２．まあ大事�
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない  �
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事 �
２．まあ大事�
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない  

今
、
次
の
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
大
事
に
思
っ
て
い
る
か�

ま
じ
め
に
授
業

を
聞
く
こ
と�

校
則
を
守
る

こ
と�

勉
強
を
す
る

こ
と�

部
活
動
を
一
生

懸
命
す
る
こ
と�

掃
除
当
番
を

き
ち
ん
と
す

る
こ
と�

塾
、
予
備
校
に

通
う
こ
と�

ア
ル
バ
イ
ト
を

一
生
懸
命
す
る

こ
と�

友
だ
ち
関
係
を

大
事
に
す
る�

こ
と�

異
性
と
つ
き
あ

う
こ
と�

髪
型
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
気
を

つ
か
う
こ
と�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 11.4 11.3 11.6�
 27.5 26.8 28.1�
 36.3 37.1 35.7�
 14.5 14.2 14.9�
 10.1 10.6 9.7�
 21.1 18.7 23.2�
 39.2 35.9 42.1�
 25.2 28.5 22.4�
 10.6 12.6 8.9�
 3.8 4.3 3.4�
 15.1 16.1 14.3�
 34.0 34.5 33.9�
 33.9 32.9 35.2�
 11.6 11.3 12.0�
 4.9 5.2 4.7�
 54.4 52.4 56.9�
 35.2 35.4 35.5�
 7.8 9.9 6.2�
 1.5 1.8 1.2�
 0.3 0.5 0.1�
 14.8 12.3 16.9�
 35.9 31.8 39.5�
 34.5 36.5 32.9�
 9.6 11.5 8.1�
 5.1 8.1 2.6�
 11.4 11.1 11.6�
 27.9 24.8 30.6�
 41.6 40.6 42.7�
 12.3 13.4 11.5�
 6.6 10.1 3.6�
 78.0 76.2 79.7�
 21.0 22.2 20.1�
 0.8 1.4 0.3�
 0.1 0.2 0.0�
 51.7 49.8 53.4�
 40.9 41.4 40.6�
 6.6 7.9 5.6�
 0.7 1.0 0.4�
 73.6 73.9 73.5�
 23.2 22.9 23.5�
 2.7 2.6 2.9�
 0.4 0.6 0.1�
 75.1 72.9 77.0�
 23.1 24.6 21.9�
 1.2 1.6 0.8�
 0.5 0.8 0.3�
 64.0 58.1 69.0�
 31.1 35.4 27.4�
 4.4 5.5 3.4�
 0.5 1.0 0.1

10

11

１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事�
２．まあ大事  �
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事 �
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大事�
２．まあ大事 �
３．どちらともいえない�
４．それほど大事でない �
５．ぜんぜん大事でない �
１．とても大事�
２．まあ大事�
３．どちらともいえない �
４．それほど大事でない�
５．ぜんぜん大事でない�
１．とても大切 �
２．やや大切 �
３．あまり大切でない �
４．ぜんぜん大切でない �
１．とても大切 �
２．やや大切 �
３．あまり大切でない�
４．ぜんぜん大切でない �
１．とても大切�
２．やや大切�
３．あまり大切でない �
４．ぜんぜん大切でない �
１．とても大切�
２．やや大切 �
３．あまり大切でない�
４．ぜんぜん大切でない�
１．とても大切 �
２．やや大切�
３．あまり大切でない �
４．ぜんぜん大切でない �
�

今
、
次
の
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
大
事
に
思
っ
て
い
る
か
　         

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
よ
う
な
こ
と
は
、あ
な
た
自
身
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
か  

流
行
に
遅
れ

な
い
よ
う
に

す
る
こ
と�

読
書
を
す
る

こ
と�

親
の
信
頼
を

裏
切
ら
な
い

こ
と�

他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
奉
仕
活

動
に
参
加
す
る

こ
と�

社
会
の
た
め
に

つ
く
す
こ
と�

自
分
の
好
き

な
こ
と
を�

す
る�

自
分
を
ご
ま

か
さ
な
い 

自
分
が
興
味

関
心
あ
る
も

の
を
し
っ
か

り
持
っ
て
い

る�

自
分
で
決
め

た
こ
と
に
対

し
て
努
力
す

る�

自
分
の
将
来

に
つ
い
て
考

え
る�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 63.1 59.9 65.9�
 31.5 34.1 29.3�
 4.4 4.5 4.4�
 0.9 1.4 0.4�
 14.4 15.0 14.0�
 30.6 29.7 31.7�
 37.7 35.0 40.4�
 16.8 20.3 13.9�
 36.5 34.6 38.5�
 47.0 47.5 47.0�
 13.6 14.5 12.9�
 2.4 3.4 1.5�
 29.6 31.7 27.9�
 50.8 48.0 53.3�
 16.8 16.4 17.1�
 2.7 3.9 1.8�
 21.8 21.3 22.3�
 50.8 48.4 53.3�
 23.0 25.3 21.1�
 4.1 5.0 3.3�
 28.8 27.4 30.1�
 41.5 40.2 42.9�
 22.7 23.7 21.9�
 6.8 8.7 5.2�
 6.8 6.4 7.1�
 23.2 22.7 23.6�
 40.0 38.5 41.3�
 16.6 17.4 16.0�
 13.4 15.0 12.0�
 11.1 10.5 11.6�
 28.8 30.0 27.8�
 36.0 35.1 36.8�
 13.7 13.4 13.9�
 10.4 11.1 9.8�
 6.1 8.5 4.1�
 16.8 20.3 13.8�
 35.1 36.7 33.7�
 24.3 18.7 29.1�
 17.7 15.8 19.4�
 49.3 48.3 50.2�
 33.4 31.4 35.1�
 17.3 20.3 14.7�
 42.1 36.4 47.0�
 41.8 43.5 40.4�
 16.0 20.1 12.6�
 14.9 15.0 14.9�
 60.7 57.8 63.4�
 24.2 27.2 21.7�
 46.3 48.0 45.6�
 52.8 52.0 54.4�
 86.4 83.4 89.3�
 13.4 16.6 10.7

11

13

12

14

１．とても大切�
２．やや大切�
３．あまり大切でない �
４．ぜんぜん大切でない�
１．とても大切 �
２．やや大切�
３．あまり大切でない�
４．ぜんぜん大切でない�
１．とても大切�
２．やや大切 �
３．あまり大切でない�
４．ぜんぜん大切でない�
１．とても大切 �
２．やや大切 �
３．あまり大切でない�
４．ぜんぜん大切でない �
１．とても大切�
２．やや大切 �
３．あまり大切でない �
４．ぜんぜん大切でない �
１．とても大切�
２．やや大切�
３．あまり大切でない �
４．ぜんぜん大切でない �
１．とてもうれしい �
２．わりとうれしい �
３．どちらともいえない �
４．あまりうれしくない �
５．まったくうれしくない �
１．とてもうれしい �
２．わりとうれしい�
３．どちらともいえない �
４．あまりうれしくない �
５．まったくうれしくない�
１．とてもうれしい �
２．わりとうれしい �
３．どちらともいえない �
４．あまりうれしくない�
５．まったくうれしくない�
１．まじめ（だった）�
２．どちらともいえない �
３．まじめでない（でなかった）�
１．まじめ（だった）�
２．どちらともいえない �
３．まじめでない（でなかった）�
１．まじめ�
２．どちらともいえない�
３．まじめでない�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�

次
の
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
か
　
　
「
あ
な
た
は
ま
じ
め
だ
ね
」と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
思
う
か
　
自
分
は
ま
じ
め
だ
っ
た
と
思
う
か  

自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
突

き
進
む�

信
仰
心
を

持
つ�

道
徳
心
を

持
つ�

正
義
感
を

持
つ�

社
会
の
問
題

に
興
味
を�

持
つ�

将
来
、
社
会

に
役
立
つ
よ

う
な
人
間
に

な
る�

親
か
ら�

担
任
の
先
生

か
ら�

ク
ラ
ス
メ
イ
ト

か
ら�

小
学
校�

時
代�

中
学
校�

時
代�

現
在�

（
高
校
時

代
）�

人間にとって大
切なことである 

努力、一生懸命
にする�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 58.5 50.7 65.5�
 41.1 49.3 34.5�
 67.1 72.2 63.2�
 32.5 27.8 36.8�
 65.7 64.1 67.9�
 33.7 35.9 32.1�
 54.3 59.5 50.6�
 44.9 40.5 49.4�
 53.0 52.0 54.4�
 46.4 48.0 45.6�
 40.4 37.9 43.2�
 58.8 62.1 56.8�
 9.1 12.4 6.3�
 90.3 87.6 93.7�
 32.8 36.6 29.9�
 66.8 63.4 70.1�
 57.3 61.7 54.4�
 42.0 38.3 45.6�
 74.7 81.1 70.6�
 24.4 18.9 29.4�
 92.9 91.8 94.6�
 6.6 8.2 5.4�
 47.9 49.4 47.2�
 51.4 50.6 52.8�
 52.8 48.6 56.9�
 46.6 51.4 43.1�
 93.4 90.5 96.7�
 6.1 9.5 3.3�
 8.9 10.4 7.8�
 40.1 45.7 36.0�
 37.6 34.3 40.8�
 12.7 9.6 15.5�
 29.1 33.7 25.4�
 42.5 41.7 43.6�
 23.1 20.9 25.2�
 4.8 3.7 5.7�
 43.8 43.9 44.0�
 41.6 40.7 42.8�
 11.0 12.2 10.1�
 3.1 3.2 3.0�
 13.6 14.0 13.4�
 33.1 33.1 33.5�
 42.7 40.9 44.6�
 10.0 12.0 8.5�
 24.4 23.8 25.2�
 36.8 33.4 40.1�
 28.1 31.3 25.9�
 10.0 11.6 8.8�
 23.5 29.1 19.1�
 20.2 20.3 20.5�
 34.7 31.5 38.0�
 20.7 19.2 22.3�
�

14

17

15

１．はい�
２．いいえ �
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．はい�
２．いいえ�
１．そう思う �
２．そう思わない�
１．そう思う�
２．そう思わない�
１．そう思う�
２．そう思わない �
１．そう思う�
２．そう思わない�
１．そう思う�
２．そう思わない�
１．そう思う�
２．そう思わない �
１．そう思う �
２．そう思わない�
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない�
４．そうではない�
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない �
４．そうではない�
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない �
４．そうではない �
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない �
４．そうではない �
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない �
４．そうではない�
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない�
４．そうではない�

「
ま
じ
め
」
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ  

　

「
ま
じ
め
」に
つ
い
て
の
意
見
を
ど
う
思
う
か      

　
　
　
「
自
分
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
か  

素朴さ、正直さ、
誠実さを感じる�

今の若者には�
あまりうけない 

日本人から失
われつつある 

正義感に満ち
ている�

どこかうそっぽい
イメージがある�

好きな言葉�

高校生のまじめさ
は学校での外見や
行動でわかる�

まじめと思われている
生徒には、まじめぶっ
ている人が多い�

学校外では結構遊
んでいる人がいる�

まじめだからとい
って、人がいいと
は限らない�

友だちの目を気に
してふまじめに振
る舞うことがある�
一見まじめそうに
見せて、おとなを
だますのは簡単だ 

目立つ格好でも、ま
じめに生き方を考え
ている人は結構いる�

自
分
に
は
自

分
ら
し
さ
と

い
う
も
の
が

あ
る
と
思
う�

状
況
に
よ
っ

て
出
て
く
る

自
分
と
い
う

も
の
は
違
う

と
思
う�

自
分
に
は
ど
ん

な
状
況
で
も
変

わ
ら
な
い
自
分

ら
し
さ
が
あ
る

と
思
う�

状
況
に
よ
っ
て

本
当
の
自
分
と

偽
の
自
分
を
使

い
分
け
て
い
る

と
思
う�

本
当
の
自
分

は
１
つ
し
か

な
い
と
思
う�

融通がきかなく�
て、堅苦しい�

今
の
自
分
が

好
き
だ�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 26.9 26.5 27.8�
 34.2 34.1 34.8�
 25.8 23.6 28.1�
 12.2 15.8 9.4�
 43.8 42.8 45.3�
 30.4 31.4 30.0�
 18.4 17.7 19.2�
 6.6 8.1 5.5�
 18.6 20.4 17.4�
 38.8 41.9 36.9�
 33.6 29.3 37.7�
 8.1 8.5 8.0�
 50.2 54.1 47.5�
 30.2 26.8 33.4�
 14.5 14.1 14.9�
 4.4 4.9 4.1�
 11.4 12.3 10.8�
 23.0 28.2 18.9�
 39.9 36.6 43.2�
 25.0 22.9 27.1�
 25.3 26.5 24.8�
 46.8 48.5 46.1�
 23.6 21.9 25.5�
 3.3 3.1 3.6�
 55.1 56.6 54.4�
 39.6 37.8 41.4�
 4.9 5.7 4.2�
 54.0 57.5 51.6�
 38.2 34.0 42.0�
 7.3 8.4 6.4�
 45.2 49.0 42.5�
 36.3 34.4 38.4�
 17.9 16.6 19.2�
 45.9 48.9 44.0�
 41.0 39.4 42.8�
 12.4 11.7 13.1�
 45.5 47.6 44.3�
 38.5 35.4 41.5�
 15.4 16.9 14.2�
 22.1 27.1 18.2�
 39.5 38.2 41.1�
 37.7 34.7 40.7�
 50.6 51.8 50.3�
 39.2 38.9 40.1�
 9.4 9.3 9.6�
 9.8 14.5 6.0�
 33.1 36.8 30.4�
 36.2 31.9 40.4�
 20.1 16.8 23.3�
�

17

19

18

１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない �
４．そうではない �
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない�
４．そうではない�
１．そう�
２．まあそう �
３．あまりそうではない �
４．そうではない �
１．そう�
２．まあそう �
３．あまりそうではない �
４．そうではない �
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない�
４．そうではない�
１．そう�
２．まあそう�
３．あまりそうではない �
４．そうではない�
１．そう思う�
２．どちらともいえない �
３．そうは思わない�
１．そう思う�
２．どちらともいえない�
３．そうは思わない �
１．そう思う�
２．どちらともいえない�
３．そうは思わない�
１．そう思う�
２．どちらともいえない�
３．そうは思わない�
１．そう思う�
２．どちらともいえない�
３．そうは思わない�
１．そう思う�
２．どちらともいえない �
３．そうは思わない�
１．そう思う�
２．どちらともいえない �
３．そうは思わない�
１．重要 �
２．やや重要�
３．あまり重要でない �
４．重要でない �
�

「
自
分
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

人
生
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か 

ど
こ
か
に
今

の
自
分
と
違

う
本
当
の
自

分
が
あ
る
と

思
う�

本
当
の
自
分

を
見
つ
け
る

こ
と
が
大
切

だ
と
思
う�

ま
わ
り
か
ら

う
け
よ
う
と

思
う
気
持
ち

は
か
な
り
あ

る�

人
の
持
っ
て

い
な
い
も
の

を
身
に
つ
け

た
い�

ど
ん
な
相
手

に
も
自
分
の

心
は
打
ち
明

け
ら
れ
な
い�

困
難
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
自

分
の
た
め
に

な
る
と
思
い

が
ん
ば
る�

生
き
て
い

る
実
感
の

あ
る
今
の

一
瞬
が
一

番
大
切
だ�

自
分
の
夢

の
実
現
の

た
め
に
が

ん
ば
る
の

が
人
生
だ 

今
が
大
切

に
で
き
な

い
で
将
来

を
大
切
に

で
き
る
は

ず
が
な
い�

今
が
つ
ら

く
て
も
将

来
の
た
め

な
ら
が
ま

ん
す
べ
き

だ�

就
職
難
の

世
の
中
、

ま
じ
め
に

勉
強
し
て

お
か
な
い

と
大
変
だ�

ど
う
な
る

か
わ
か
ら

な
い
先
の

こ
と
を
考

え
て
も
仕

方
が
な
い�

今
し
て
い

る
こ
と
の

価
値
は
将

来
に
な
っ

て
わ
か
る

も
の
だ�

偏
差
値
の

高
い
大
学

に
進
学
す

る
こ
と�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 82.2 82.1  83.4�
 14.8 15.0 14.9�
 2.0 2.6 1.5�
 0.2 0.3 0.1�
 10.3 13.5 7.7�
 28.6 30.1 27.8�
 42.3 39.3 45.4�
 18.1 17.1 19.2�
 31.9 35.9 29.0�
 47.0 44.4 49.9�
 15.8 15.8 16.0�
 4.5 3.9 5.1�
 73.1 71.8 75.2�
 18.9 19.4 18.7�
 4.6 5.9 3.7�
 2.6 2.9 2.3�
 47.3 49.1 46.4�
 37.3 35.3 39.5�
 14.7 15.6 14.1�
 23.7 24.5 23.4�
 42.7 42.2 44.0�
 32.6 33.3 32.6�
 43.1 46.4 41.0�
 45.6 43.3 48.3�
 10.4 10.3 10.7�
 29.7 32.6 27.7�
 41.0 39.3 43.2�
 28.3 28.1 29.1�
 17.2 21.3 14.0�
 49.7 46.8 53.0�
 32.2 31.9 33.0�
 18.2 19.7 17.1�
 37.8 37.7 38.4�
 43.2 42.6 44.4�
 16.7 19.0 15.0�
 45.7 42.4 49.1�
 36.8 38.5 35.9�
 6.2 8.7 4.3�
 59.3 54.7 65.0�
 32.8 36.6 30.8�
 22.9 27.1 19.8�
 49.7 47.8 52.1�
 26.5 25.1 28.1�
 45.9 48.1 44.3�
 39.9 38.5 41.2�
 10.9 10.7 11.2�
 3.0 2.8 3.3�
 36.9 40.0 34.5�
 46.3 43.2 49.0�
 15.4 15.4 15.5�
 1.2 1.5 1.0�
�

19

20

21

１．重要�
２．やや重要�
３．あまり重要でない�
４．重要でない�
１．重要�
２．やや重要  �
３．あまり重要でない  �
４．重要でない�
１．重要�
２．やや重要�
３．あまり重要でない �
４．重要でない�
１．重要�
２．やや重要�
３．あまり重要でない�
４．重要でない�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．自分の方がすぐれている�
２．同じくらい�
３．親の方がすぐれている�
１．とてもそう思う�
２．まあそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．まったくそう思わない �
１．とてもそう思う�
２．まあそう思う �
３．あまりそう思わない�
４．まったくそう思わない�

次
の
こ
と
は
、
あ
な
た
の
将
来
に
と
っ
て
ど
の
く
ら
い
重
要
か 

　
　
　
次
の
こ
と
に
関
し
て
、
あ
な
た
は
親
と
比
べ
て
、
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
う
か�

自
分
の
好
き

な
職
業
に
つ

く
こ
と�

社
会
的
評
価

の
高
い
職
業

に
つ
く
こ
と�

高
い
収
入
を

得
る
こ
と�

幸
せ
な
家
庭

を
築
く
こ
と�

何
事
に
も�

が
ん
ば
る

力�

好
き
な
こ

と
に
打
ち

込
む
力�

友
だ
ち
と

の
つ
き
あ

い
を
大
切

に
す
る
こ

と�

誰
と
で
も

上
手
に
つ

き
あ
う
こ

と�
親
を
大
切

に
す
る
気

持
ち�

責
任
感�

（
責
任
を

果
た
す�

気
持
ち
）�

正
義
感�

（
不
正
を�

憎
む
気�

持
ち
）�

愛
国
心�

（
国
の
こ
と

を
思
う
気�

持
ち
）�

環
境
や�

地
球
へ
の

や
さ
し
さ�

物
質
的
に
豊

か
な
社
会
だ 

自
分
の
こ
と

し
か
考
え
な

い
人
が
多
い�

今
の
日
本
の
社
会
や
人
々
に�

つ
い
て
感
じ
る
こ
と�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 10.0 15.0 5.7�
 28.3 30.3 26.7�
 48.6 40.6 55.5�
 12.9 14.1 12.0�
 43.4 48.5 39.5�
 37.0 33.1 40.6�
 15.4 14.7 16.1�
 3.8 3.7 3.8�
 4.0 5.2 3.0�
 30.7 31.2 30.4�
 50.6 46.8 54.2�
 14.4 16.8 12.4�
 35.0 31.7 38.0�
 47.2 46.8 48.0�
 15.9 18.9 13.4�
 1.5 2.6 0.7�
 31.7 35.0 29.2�
 54.8 51.5 57.9�
 12.2 12.6 11.9�
 1.0 1.0 1.0�
 58.5 60.0 57.6�
 37.7 36.1 39.3�
 3.2 3.6 2.9�
 0.3 0.3 0.3�
 21.8 22.4 21.6�
 29.4 31.3 28.1�
 39.2 37.0 41.5�
 9.0 9.4 8.8�
 21.5 21.3 22.0�
 31.1 31.4 31.1�
 28.6 29.1 28.4�
 18.3 18.2 18.6�
 19.9 22.9 17.6�
 42.2 40.3 44.4�
 31.6 30.7 32.8�
 5.6 6.2 5.2�
 12.3 16.0 9.3�
 25.4 26.9 24.3�
 49.4 42.3 55.7�
 12.5 14.7 10.7�
 45.5 57.9 35.5�
 9.2 9.6 9.0�
 10.8 4.4 16.2�
 5.0 1.5 8.0�
 16.9 17.0 16.9�
 12.2 9.7 14.3�
 9.6 9.2 10.0�
 21.7 19.0 24.2�
 26.3 25.6 27.2�
 20.5 19.1 21.9�
 21.3 27.1 16.7�
�

22

21

24

23

１．とてもそう思う�
２．まあそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．まったくそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．まあそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．まったくそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．まあそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．まったくそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．まあそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．まったくそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない �
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う �
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．ぜんぜんそう思わない �
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う �
３．あまりそう思わない�
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�
１．運動部に入り、熱心に活動している�
２．運動部に入っているが、熱心ではない�
３．文化部に入り、熱心に活動している�
４．文化部に入っているが、熱心ではない�
５．以前は入っていたが、今はやめた �
６．入ったことがない�
１．上の方�
２．中の上くらい�
３．中くらい�
４．中の下くらい�
５．下の方�

今
の
日
本
の
社
会
や
人
々
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
自
分
や
社
会
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か�

ま
じ
め
に
努

力
を
す
れ
ば

報
わ
れ
る
社

会
だ 

お
金
持
ち
や

地
位
の
高
い

人
が
得
を
す

る
社
会
だ 

新
聞
や
テ
レ

ビ
か
ら
の
報

道
は
信
用
で

き
る�

お
と
な
は
若

者
の
考
え
や

気
持
ち
を
あ

ま
り
理
解
し

て
い
な
い�

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
社
会
の
こ

と
よ
り
自
分
の

こ
と
の
方
が
大

切
だ�

自
分
な
り
の

生
き
方
を
大

事
に
し
た
い�

日
本
の
将
来

に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
考
え

る 
将
来
の
目
標

が
わ
か
ら
な

い�

お
と
な
は
も

っ
と
、
人
生

を
楽
し
ん
で

ほ
し
い�

自
分
た
ち
の

力
で
社
会
を

変
え
て
い
け

る
と
思
う�

高
校
の
部
活
動 

現
在
の
成
績�
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質問項目  

                              
全体
 　 性　　別�

　　   男子  女子�
 27.5 33.5 22.6�
 43.5 47.2 40.5�
 3.6 1.0 5.9�
 10.5 4.9 15.3�
 4.5 4.0 4.9�
 0.4 0.3 0.5�
 8.1 7.4 8.7�
 1.6 1.6 1.6�
 18.3 19.1 17.8�
 19.4 20.6 18.6�
 42.4 41.7 43.3�
 11.7 10.7 12.7�
 7.7 7.9 7.7�
 6.3 7.8 5.2�
 14.2 14.0 14.6�
 50.6 50.2 51.3�
 20.4 19.8 21.1�
 8.0 8.3 7.8�
 28.6 25.5 31.5�
 32.7 36.4 30.0�
 30.4 30.5 30.7�
 5.2 5.2 5.3�
 2.4 2.4 2.5�
 24.4 28.0 23.2�
 20.1 21.0 20.9�
 29.8 26.3 35.4�
 11.6 13.2 11.1�
 9.9 11.4 9.4�
 13.1 13.0 13.4�
 26.6 27.6 26.0�
 44.4 43.7 45.6�
 10.7 10.6 10.9�
 4.6 5.2 4.1�
�

26

25

１．入るのが難しい４年制大学�
２．普通程度の４年制大学�
３．短大�
４．専修学校・専門学校�
５．就職 �
６．フリーター、アルバイト�
７．まだ決めていない�
８．その他�
１．とても満足している�
２．かなり満足している�
３．やや満足している�
４．かなり不満である�
５．とても不満である�
１．とても満足している�
２．かなり満足している�
３．やや満足している�
４．かなり不満である�
５．とても不満である�
１．とても満足している�
２．かなり満足している�
３．やや満足している�
４．かなり不満である�
５．とても不満である�
１．とても満足している�
２．かなり満足している�
３．やや満足している�
４．かなり不満である�
５．とても不満である�
１．とても満足している�
２．かなり満足している�
３．やや満足している�
４．かなり不満である�
５．とても不満である�

今
の
と
こ
ろ
、
高
校
卒
業

後
の
進
路
を
ど
う
考
え
て

い
る
か�

現
在
の
高
校
に
満
足
し
て
い
る
か�

高
校
の
雰
囲
気�

授
　
　
業
　
　
友
だ
ち
関
係
　
　
　部
活
動
　
　
　全
体
と
し
て�
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